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序  文

日ごろより、仙台市の文化財保護行政に対しまして、ご理解とご協力を賜り感謝申し上

げます。

始めに、平成 23年 3月 11日 に発生した東日本大震災では、市内の各所で甚大な被害

があり、文化財の被害も数多くありました。そのような状況の中で、仙台市文化財課では

埋蔵文化財包蔵地での住宅の建替えや宅地造成工事に先立つ調査に、関係者と協議をしな

がら順次対応しているところであります。市民の皆さまの早期復興を願いますとともに、

今後とも埋蔵文化財保護行政へのご協力とご理解をお願い申し上げます。

さて、本報告書には、宅地造成工事に先立つ郡山遺跡の発掘調査報告、店舗建築工事に

先立つ養種園遺跡の発掘調査報告、平成 22年度に実施した太白区立体駐車場建築工事に

先立つ富沢遺跡発掘調査報告を収録しています。

今回収録した各々の発掘調査は、これまでの調査成果に加え、よリー層仙台の歴史につ

いて理解を深めることができる貴重な歴史資料の発見となっております。

本報告書が、学術研究のみならず学校教育や生涯学習など、あらゆる場面で活用され、

市民の皆さまの埋蔵文化財への関心とご理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、今回の発掘調査や報告書作成に際して、多くの方々にご協力いた

だきましたことを、心より感謝申し上げます。

平成 24年 3月

仙台市教育委員会

教育長  青沼 一民



例  百

1.本書は、仙台市教育委員会により、平成 23年度に実施した宅地造成工事に先立つ郡山遺跡の発掘調査

報告並びに店舗建築工事に先立つ養種園遺跡の発掘調査報告、及び平成 22年度に実施した仙台市公共工

事事業に先立つ富沢遺跡の発掘調査報告書の合本である。

2.本書の執筆は、次のように分担して行なった。

第 1章 郡山遺跡第 206次発掘調査報告 :大久保弥生

郡山遺跡第 209次発掘調査報告 :大久保弥生・佐藤正弥

第 2章 養種園遺跡第 8次発掘調査報告 :1～ 5  廣瀬真理子  6・ 7  小泉博明

第 3章 富沢遺跡第 143次発掘調査報告 :廣瀬真理子

3.第 1章Ⅲ郡山遺跡第 206次発掘調査の内容は、既に公開されている「平成 23年度宮城県遺跡調査発表

会発表会発表要旨」に優先する。

4,本書に係わる出土遺物、実測図、写真などの資料は仙台市教育委員会が保管している。

凡  例

1.断面図の標高値は、海抜高度を示 している。但 し、海抜高度及び座標系は、平成 23年 (20H)3月
11日 の東日本大震災以前の値を使用している。

2.第 1章郡山遺跡の平面図に示した座標系は、郡山遺跡内に昭和 56年に設定し、平成 8年度に改訂した

任意の座標系 (X=0、 Y=0を 通る磁北線 (1984年頃の偏角で、真北から 6° 44′ 7〃 西傾))で表記し

ている。なお、文中での方位は真北を基準としている。

3.第 2・ 3章での図中の方位は真北を基準としている。

4.遺構の略称は次のとおりである。なお、遺構番号について、第 1章郡山遺跡は、これまで調査された調

査区を通しての番号順、ピットは調査区毎となっている。第 2章養種園遺跡、第 3章富沢遺跡は、調査次

数毎に付している。

SB:掘立柱建物跡  SD i溝跡   SI:竪穴住居跡  SK:土坑  SX:性格不明遺構  Piピ ット

5。 第 1章Ⅲの遺構図に使用したスクリーントーンは、下記の通りである。

||■li:炭化物範囲  |   卜焼土範囲

6.第 1章Ⅲの建物跡模式図中の記号は、以下の基準により図示した。

● :柱痕跡が検出されたもの  ○ :柱穴掘 り方のみ検出されたもの  ● :想定される柱穴

7.出土遺物の略号は次のとおりである。

BI弥生土器   C:土 師器 (ロ クロ不使用) D:土 師器 (ロ クロ)E:須 恵器

F:丸瓦・軒丸瓦 G:平 瓦・軒平瓦      I:陶 器      」 :磁器   K:礫 石器

N:金属製品   PI土 製品

8.土師器実測図における網掛けは、黒色処理が施されていることを示している。その他の付着物や痕跡に

ついては図上に示している。

9.遺物観察表中の (  )が付いた数字は、図上で復元した推定値である。

10,土色については「新版標準土色帖」 C/Jヽ 山・竹原 1989)を使用した。

H.本書中の地形図は、国土地理院発行の 1:25000「 仙台東南部」、「仙台東北部」と 1110000「 長町」、「西

多賀」の一部を使用している。

12.本文中の「灰白色火山灰」は県内で広域に分布する「灰白色火山灰」 (山田・庄子 1980)と 同義であ

る。これまでの仙台市域の調査報告や東北地方中北部での研究から、「十和田 a火山灰 (To― a)」 (大

池 1972)と考えられている。夙在、降下年代は西暦 915年 と推測されており (町田 。新井 1992、 小口

2003な ど)、 本書もこれに従う。
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第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209次)発掘調査報告

I.調査要項

〈郡山遺跡第 206次調査〉

遺 跡 名 郡山遺跡 (宮城県遺跡登録番号 01003)

調査地点 仙台市太白区郡山二丁目8-1ほ か

調査期間 平成 23年 6月 30日 ～平成 23年 8月 25日

調査面積 300�

調査原因 宅地造成工事

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

担当職員 整備活用係 係長 長島栄一  主査 木村浩二  主事 大久保弥生

文化財教諭 佐藤正弥  文化財教諭 菊地貴博

調査調整係 主事 小泉博明  文化財教諭 石山智之  文化財教諭 吉野 信

文化財教諭 佐藤洋平  文化財教諭 橋本勇人

〈郡山遺跡第209次調査〉

遺 跡 名 郡山遺跡 (宮城県遺跡登録番号 01003)

調査地点 仙台市太白区郡山 5丁目40-1・ 42-1

調査期間 平成 23年 9月 1日～平成 23年 9月 15日

調査面積 280江

調査原因 宅地造成工事

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当 仙台市教育委員会生涯学習部文化財課

担当職員 整備活用係 係長 長島栄―  主事 大久保弥生

文化財教諭 佐藤正弥  文化財教論 菊地貴博

調査調整係 主事 小泉博明  文化財教諭 石山智之  文化財教論 吉野 信

文化財教諭 佐藤洋平  文化財教諭 橋本勇人
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Ⅱ.遺跡の位置と環境

郡山遺跡は仙台市の東南部、太白区郡山二～六丁目地内に所在する。当遺跡は、北を広瀬川、南を名取川に挟まれ、

その両河川の合流点から北西約 2kmに位置する。遺跡の範囲は東西 800m、 南北 900mで、面積は約 60万∬に及

んでいる。その一部は、平成 18年に「仙台郡山官衛遺跡群 郡山遺跡 郡山廃寺跡」として国史跡に指定されている。

官衛は、「 I期官衡Jと 「Ⅱ期官衛」の 2時期がある。 I期官衛は 7世紀中頃から後半にかけて機能し、陸奥国の

拠点となる柵跡と考えられる (今泉 2005)。 Ⅱ期官衛は、 I期官衡を取り壊し、建物や塀などの施設の基準を真北

方向に揃えた、多賀城創建期までの陸奥国府跡と考えられる。

周辺の遺跡には、西側に隣接して長町駅東遺跡と西台畑遺跡が位置し、郡山遺跡と同時期の 500軒を越える竪穴

住居跡が発見されている。また東側に隣接して近世の屋敷跡である北目城跡がある。北西約 3km地点の大年寺山・

愛宕山丘陵面にある向山横穴墓群は、副葬品の中に当遺跡と共通性が認められる土器類があり、関連が窺われる遺跡

である。また、当遺跡から南西約 15k側 には、大野田官行遺跡がある。現在、6棟の大型掘立柱建物跡が方形の溝

の内部に整然と配置されていることが確認されており、建物跡の規模や出土遺物などから、郡山遺跡 Ⅱ期官衡と関連

がある遺跡である (仙台市教育委員会 2010)。 なお、郡山遺跡の歴史的環境の詳細については、仙台市文化財調査

報告書第 283集『郡山遺跡発掘調査報告書一総括編 (1)』 (2005)の ほか、既発行の郡山遺跡発掘調査報告書を参

照していただきたい。
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遺跡名 種 別 立地 時代 遺跡名 種 別 賠宇イt

郎山還跡 官衛跡、寺院跡 自然堤防 縄文、弥生、古IIA、 古代 ミ町駅東遺跡 集落跡 自然堤防 弥生、古墳、古代

受ケ崎城跡 城館跡 丘陵 中也 雪台畑遺跡 寵落跡、裂相墓 自然堤防 縄支、弥生、古墳

支ケ崎嶺穴蒸群 摂 穴墓 丘陵斜面 占墳、奈良 陀目城跡 城館跡、集落跡、水田跡 自然堤防 縄文、弥生、古墳、古代、近世

冦塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古 墳 〔来遺跡 数布地 自然堤防 古墳、古代

卜兜塚古墳 円墳 自然堤防 古墳 雪林城跡 ヨ墳、集落跡、城館跡 自然堤防 古墳、古代、中世、近世

宮沢遺跡 包含地、水田跡 後背湿地 旧石器、縄文、弥生、古墳、古代～近世 朝小泉遼跡 集落跡・屋敷跡 自然堤防 弥生、古IA、 古代、中世、近世

元袋遺動〔 集落跡、水田跡 自然堤防 弥生、古代、中世、近世 18 抄押 I遺跡 枚布地 自然堤防 古代

大野田官衛適跡 官街跡 自然堤防 古イく 少押Д遺跡 枚布地 自然堤防 古llFt、 古代

大野田遺跡 祭 lE、 集落跡 自然堤防 縄文、弥生、占墳、占代 中柵遺跡 建物跡 自然堤防 古代

祈田遺跡 散布地 自然堤防 古 代 コ柵西遺跡 散布地 自然堤防 弥生、占墳、古代

長町南遺跡 表布地 自然堤防 古 代 中野rk跡 城館跡 自然堤防 中世

第 1図 郡山遺跡と周辺の遺跡
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第 2図 郡山遺跡全体図
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Ⅲ.郡山遺跡第 206次発掘調査

1 調査 に至 る経緯 と調査方法

第 206次調査は、宅地造成工事に先立つ本発掘調査である。セキスイハイム東北株式会社より平成 23年 4月 4

日付で「埋蔵文化財の取扱いについて (協議)Jが提出された。計画地は、平成 6年度に国庫補助事業における重要

遺跡の範囲確認調査で実施した第 103次調査区と一部重複しており、官衛以前の時期の住居跡や郡山遺跡 I期官行

にかかわる溝跡などが多数検出されていた。協議の結果、宅地内道路部分の地下に埋設管を付設するための掘削によ

り、遺構が削平されることが想定されため、宅地内の道路部分を本発掘調査の対象とし発掘調査を実施することとなっ

た。

調査区は、宅地内道路工事部分にあたる東西 6m×南北 50mに設定した。調査面積は約 300∬ である。調査は 6

月 30日 から重機で盛土および旧耕作土である I層及びⅢ層の除去を開始した。遺構は、Ⅲ層上面で検出し、精査を

行った。遺構実測のための基準杭は、郡山遺跡発掘調査基準点を用いて測量し、調査区内に基準杭を設けた。遺構平

面図は、基準杭を設定し、適宜簡易遣り方を組んで縮尺 1/20で作成し、断面図も縮尺 1/20で作成した。記録写真は、

フィルムカメラ (35mmカ ラーリバーサル・同モノクロ)及びデジタルカメラを使用した。

第 3図 第 206次調査区位置図 (5=1/2000)
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第 5図 第 103次 。第 206次遺構配置図 (S=1/200)
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2 基本層序

基本層の観察は、地表面から約 2mの深さまで観察し、

点により3層に細別された。その下層のⅡ層上面で小ピッ

面で検出している。

900m

800m

第 6図 基本層柱状図 (S=1/50)

S12257

SD1502 SD1503 S11475   P246

I～Ⅷ層まで大別した。 I層は盛土以前の耕作土で、地

卜を検出した。古代の遺構は、標高 85m前後のⅢ層上

――-980m

- 980m

―――-980m

0                               4m

層位 色  調 土 資 備 考

10YR3/3 暗褐色 ンルト 盛土以前の畑の耕作上である。

Ib 10YR4/2 灰黄褐色
酸化欽粒、マンガン粒をレく含み、 Ib層土やⅡ層土フロックを少量含む。
畑の耕作土で、天地返しされた眉の最下部に相当する。

10YR4/3 にぶい黄掲色 シ,レ ト Ib層 土ブロックを少豊含む。酸化鉄粒、マンガン粒を多量に含む。

10YR3/2 黒褐色 粘上質シルト マンガン粒を少量含む。

10YR5/6 黄褐色 粘土質ンル ト 陵化鉄、マンガン粒を非常に多く含む。古代の選構検出面。

10YR6/4 にぶい黄橙色 粘土質シル ト 唆化鉄粒を全体にやや多量に含む。

IOYR4/2 灰黄掲色 粘土質シルト Ⅱ層土ブロックを F面 に層状に少量含み、酸化鉄粒をやや多盈に含む。

10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 皿層土ブロックを少量含み、酸化鉄粒を微豊含む。

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 密化鉄粒を全体に少景含む。

10YR7/3 にぶい黄橙色 粘土質シル ト 唆化鉄粒を全体に少量含み、下面に浅黄糟色ンルト土を層状に含む。

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シルト 長さ3～ 5cmの 縦筋状の酸化鉄を全体に少量含む。

25Y6/1 貫灰色 粘上質ンルト 長さ 3～ 5cmの 縦筋状の酸化鉄を全体に微量含む。

SD2265

SD2262

遺Ill名 層  位 色  調 土  質 備  考

a期埋め戻し土

b期堀方理と

10YR3/2 黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土質シルト土粒を多豊に含み、マンガン粒を少量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンルト マンガン粒を多量に含み、黒褐色 (10YR3/1)粘 上質ンルト土ブロックをやや多量に含む。

a期 カマ ド内堆積土 10YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト 焼土ブロックを多量に含み、炭化物ブロックを少量含む。

a期周溝堆積土 IOYR3/2 黒褐色 粘土質ンル ト にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 士を粒～ブロック状に多量に含む。人為的埋め立てとみられる。

a期掘 り方埋土 10YR4/2 灰黄褐色 シルト にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土質ンルト土ブロックを多量に含む。

S12259

堆縦E「 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト 酸化鉄粒を多景に含み、炭化物粒を微量含む。

堆積土 10YR3/3 H旨 褐色 粘■質シル ト 炭化物粒を非常に多く含む。

贈 床 10YR4/3 にぶい美褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色 (10YR7/2)ン ルト土小ブロックを少量含む。

貼床 10YR6/2 灰黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒を下面にやや多く含む。

堀 り方埋土 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄掲色 (10YR5/3)上 ブロックを多量に含む。

SD2265 堆穣土 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト 俊化鉄粒、炭化物ブロックを多量に含む。

煙道堆積土 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンル ト マンガン粒をやや多量に含み、tte化 鉄粒を少量含む。

召103次調査 埋め戻 し上

床面 10YR4/1 褐灰色

掘 り方埋上 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト こぶい黄橙色 (10YR7/2)ン ルト土プロック、具褐色 (10YR3/1)シ ルト土ブロック、マンガン粒を少量含む。

君103次調査 埋め戻し土

SD1503 再103次調査 埋め戻し上

ll積土 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質ンル ト 強化鉄狩を多量に含み、にぶい黄橙色 (10YR6/3)シ ルト上粒を微量含む。

堀 り方埋土 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅲ用上粒を少量含む。

柱痕跡 10YR2/1 黒色 粘土質ンルト Ⅱ層上ブロックを微量含む。

10YR2/2 黒褐色 粘土質シルト こぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土質シルト土プロックと焼土を少量含む。

10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 後化鉄粒をやや多く含み、炭化物粒を微曼含む。

10YR3/4 暗褐色 粘土質ンルト 黒褐色粘土質シルト土プロック、酸化鉄粒をややラく含む。

10YR3/3 1音 褐色 粘上質シルト こぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土を粒～ブロック状に多毘に含む。

10YR3/4 H音 褐色 粘土質ンル ト こぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 上を粒～プロック状に少量含む。

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト

10YR3/3 唯褐色 粘土質ンル ト こぶい黄褐色 (10YR5/2)粘 土質シルト+ブロック状に少量含み、炭化物粒を微量含む。

10YR3/3 贈褐色 粘土質シルト こぶい黄褐色 (10YR5/2)粘 上質ンルト七ブロック状にやや多く含む。

第フ図 第 206次調査区西壁断面図 (S=1/100)



第 1章 郡山遺跡 (第 206次 。第 209次 )発掘調査報告

3 発見遺構と出土遺物

第 206次調査では、第 103次調査で検出されていた竪穴住居跡 2軒 (S11470。 S11475)、 溝跡 2条 (SD1502・

SD1503)の ほか、新たに掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 5軒、溝跡 6条、土坑 8基、ピットが検出された。

(1)掘立柱建物跡

SB2256掘立柱建物跡  規模は、桁行 5間もしくは 5間以上 (柱間寸法

175～ 20m)、梁行 2間 (柱間寸法 1.6～ 2.7m、総長 54～ 545m)で、

SlEl、 S2El柱穴が東妻柱列となる東西棟の建物跡である。検出した 9基

の柱穴のうち、S2Elと S3E3柱穴は柱穴掘 り方の一部を検出した。柱列

方向は、南桁行で N-57° 一Wである。柱穴掘り方は、一辺 70～ 92cm、

隅丸長方形で、長辺と短辺の方向にばらつきがある。S11470。 2257竪穴

住居跡よりも新しく、SD2265溝跡、SK2270土坑よりも古い。

遺物は、各柱穴の掘 り方埋土中から土師器の邪や甕、須恵器蓋、拳大

の河原石、礫石が出土している。細片が多く、図示したのは 5点である。

SlEl掘 り方埋土中からは、体部が肥大し口縁部がわずかに外反する C一

1062土師器邪 (第 10図 1)、 体部が直線的に外傾するC-1063土師器

好 (第 10図 2)が出土した。また SlEl柱痕跡土中からは、内外面にミ

ガキと黒色処理が施された金属器模倣の C-1066土師器郷 (第 10図 3)

第 8図 SB2256模式図

が出土した。SlE2掘 り方埋土中からは、天丼部に回転ケズリが施され、天丼部と体部の境に明瞭な稜があり、体部

が直線的に外傾するE-553須恵器蓋 (第 10図 4)や、体部外面に細身の道具による縦方向のヘラナデが施され、

口縁部にヨコナデが施されるC-1064土師器甕 (第 10図 5)が出土した。また、SlE4の検出面では、体部外面

に平行叩きを施し、内面に青海波文のあるE-554須恵器甕 (第 10図 6)の体部破片が出土している。

ド880m

880mれ

o                2m
―

‐SlEl 掘 り方埋土 iOYR3/1 黒褐色 粘土質シル ト
褐色 (10YR4/4)粘 ■質シルト上粒、にぶい費橙色 (10YR6/3,粘 上質ンル ト土フロック、

黒伯 (10YR2/1)粘 土質ンルト土ブロックを多量に含み、炭化物粒、焼土粒を少量含む。

S32256
粘上質ンル ト 暗褐色 (10YR3/4)シ ルト上ブロック、焼土粒、炭化物粒を含む。河原石 1点 (加工?)を含む。

場角 (75Y4/4)シルト上ブロック、黒色 (10YR1 7/1)シルト土ブロック、焼上粒、炭化物粒を含む。

掲色 (75Y4/4)粘土ブロックを多量に含む。焼土粒、炭化物粒を含む。

‐SIE3

柱痕跡 10YR3/2 黒褐色

渇色 (10YR4/4)粘 土プロックを混合。炭化物粒を含む。

掘り方埋土 10YR3/4 Π旨褐色 ンル ト質粘土

SB2256
掘り方埋土 10YR3/4 H音 褐色 粘土資シルト

掘り方埋上 10VR2/2 黒褐色 シルト質粘土 暗褐色 (10YR3/4)シ ルト質粘上小プロック、炭イヒ物粒を含む。

協色 (10YR4/6)シ ル ト質粘土ブロック、黒褐色 (10YR2/2)粘 上ブロックを混合。

‐S3E3

編り方埋土 iOYR3/3 日帝褐色 粘上質ンルト 黒色 (10YR2/1)土 ブロック、酸化鉄粒を少量含む。

10YR4/2 灰黄4b色 粘上質ンル ト マンガン粒を少畳含む。

‐S3E4

10YR3/1 黒褐色 ンル ト質 ltt士 Ⅳ層■粒,マンガン粒を少盈含む。

黒tI(10VR2/1)粘 ■プロック、にぶい黄袴色 (10γ R7/2)粘 土ブロックを多豊に含み、マンガン粒、駿化鉄粒を少量含む。

黒色 (10YR2/1)粘 上質シルト土を底面に層状に含み、にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘 土質ンルト土プロックを少量含む。

SB2256
ミ色 (10YR2/1)粘 土ブロック、にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘 上ブロックを多量に含み、マンガン粒、酸化鉄粒を少重含む。

ミ缶 (10YR2/1)肝 十管ンルト上ブロック、にぶい歯精色 (10YR7/2)粘 土質ンルト土ブロック、酸化鉄ブロックを全体に多量に含む。

Ｂ２２５６軸
里●

`10YR2/1)居
十笞シルト土プロック、にぶい驚精色 (10YR7/2)粘 土質シルト土プロック、駿化鉄ブロックを金休に多量に含む(

第 9図 SB2256掘立柱建物跡断面図 (S=1/60)



第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209玖 )発掘調査報告

,亥
劃 劃

0               10cm

(2)竪穴住居跡

S11470a・ b竪穴住居跡 (第 11・ 12図 )

第 103次調査で住居跡の全範囲を検出し、床面までの精

査を行っている。本調査の結果、主柱穴の位置を外側に移

し、床面の一部を補修あるいは嵩上げをして住居の拡張を    ψ

行っていることが明らかとなった。よって、改築前の住居を  _
S11470a、 改築後の住居跡を S11470bと して記述する。

[検出位置 。方向]調査区の北部に位置し、住居跡の西半部を

検出した。方向は、第 103次調査で検出したカマ ドを基準と

するとN-50° 一Eである。

[重複]SB2256掘立柱建物跡、SD1502・ 1503清跡よりも古く、

SK2267土坑よりも新しい。

[規模・平面形]S11470b住居跡の規模は、南北 670cm、 東             ψ

0                2m
西 650cmを測る。平面形は方形を呈する。 1/60

[堆積土]堆積土は、8層である。 1層は S11470b住 居跡の   第 11図 Sl1 470堅穴住居跡柱穴平面図

貼床である。層厚 2～ 10cm、 にぶい黄橙色や灰黄褐色を呈

する。硬化した層で、住居跡のほぼ全面で検出された。 2層は S11470a住居跡の機能時の堆積土である。層厚 2～

6 cm、 炭化物や焼土を多量に含む層で、部分的に検出した。 3～ 8層は S11470a住居跡の掘り方埋土である。

[壁]壁面は、ほぼ垂直に立ち上がる。

[床面]S11470a住居跡は、掘り方埋土を床面としている。S11470b住居跡は、にぶい黄橙色や灰黄褐色の粘土質シ

ル トを入れ、嵩上げし、床面としている。

[柱穴]9基 (Pl～ 9)確認した。Pl、 P2、 P3は、S11470a住居跡の主柱穴である。Plは直径 60cal不整円形を呈

し、柱痕跡の直径は 20cmである。P2は直径 60cmの不整円形を呈し、柱痕跡の直径は 26cmである。P3の掘り方は

P6に壊されており不明である。柱痕跡の直径は 22cmである。

P4、 P5、 P6は、S11470b住居跡の主柱穴である。P4は直径 70cmの円形を呈し、柱痕跡の直径は 25cmである。

P5は長軸 75cm、 短軸 65clllの楕円形を呈し、柱痕跡の直径は 1 6cm程である。P6は長軸 85cm、 短軸 53cmの楕円形

を呈し、柱痕跡の直径は 26cmである。

P7、 P8、 P9は、S11470a、 b住居跡のいずれに伴うものか不明である。

[カマ ド]第 103次調査で検出された北東辺に付設するカマ ドは、検出することができなかった。

[掘 り方]底面はほぼ平坦である。

10

版

号

図

番

録

号

登

番 種 別 器 形
出土地点

法量 (cm) 外面調整 内面調整
真

版

写

図適構名 層位

C1062 上師器 llN SB2256-SlEl 掘り方埋士 ヨ縁部 !ヨ ヨナデ 体部 iケ ズリ ヨ縁部 iミ ガキ 黒色処理

C‐ 1063 土師器 必 SB2256-SIEl 掘 り方埋J ヨ縁部 iヨ コナデ ヨ縁部 :ミ ガキ 黒色処理

土師器 イ 柱痕跡 口径 ■22 器高 32 ミガキ 黒色処理 ミガキ 黒色処理

須恵器 蓋 SB2256-SIE2 掘り方埋士 口径 :(138) ヨ縁部 :ロ クロナデ 体部 :回 転ケズリ ヨ縁部 !ロ クロナデ 灰被 り I-3
土師器 裂 掘 り方埋土 ]縁部:ヘラナデ後ヨコナデ 休部:ヘ ラナデ ヨ縁部 :ヨ コナデ 体部 !ヘ ラナデ

須恵器 裂 SB2256-SlE4 検出面 本部 :平 行叩き自 音海渡支

第 10図  SB2256掘立柱建物跡出土遺物



第 1章 郡山遺跡 (第 206次 。第 209次 )発掘調査報告

名 卜Eと 860m ざ 860m 亀 860m L P7  
ご 860m

P8
卜 860m

1

ΨV ー

0                2m

遺構名 層  位 色  調 土   質 備  考

b期貼床 にぶい黄橙色 (10YR7/2)～ 灰黄褐色 (10YR6/2)ン ルト土ブロック、マンガン粒を多量に含む。

a期機能時雅積■ 10YR4/1 褐灰色 ン,レ ト 炭化物を層状に含み、焼土粒を多量に含む

掘 り方埋土 10YR3/3 暗掲色 シルト質粘土 焼上粒を少量含む。

楓 り方埋土 10YR3/3 晴褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘上質ンルト上ブロック、黄褐色 (10YR5/6)ンルト土ブロックを多屋に合み、炭化物粒を少量含む。

掘 り方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土質ンル ト にぶい黄橙色 (10YR7/2)シ ルト土ブロック、黒掲色 (10YR3/1)シ ルト土ブロック、マンガン粒を少量含む。

掘り方理土 10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘 土質ンルト土ブロック、マンガン粒を多量に含み、黒褐色 (10YR3/1)土 プロックを少量含む。

掘 り方埋土 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト マンガンliを多景に合み、黒褐色 (10YR3/1)1:ブ ロックを極少盈含む。

掘 り方埋士 10YR3/4 暗褐色 粘土質ンル ト 駿化鉄粒を多量に含み、黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シルト土ブロックを極少量含む。

S11470‐ P2
町取穴 10YR4/3 にぶい☆褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色 (10YR7/3)粘 土質シルト土ブロック、酸化鉄粒を多量に含み、炭化物粒を少量含む。人為埋土か。

柱痕跡 10YR3/1 黒褐色 粘上質ンルト

掘 り方埋土 10YR3/2 黒掲色 粘上質ンル ト にぶい黄橙色 (10YR7/2)粘 土質シルト土ブロック、焼土ブロック、炭化物ブロックを多員に含む。

柱痕跡 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト

切取穴 10YR3/2 黒褐色 粘土資シル ト にぶい黄積色 (10YR7/2)、 V用 上ブロックを多壇に含む。

柱痕跡 10YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト

10VR3/2 黒褐色 粘■質シル ト 炭化 1//Jプ ロック、焼土粒を全体に少量含む。

S11470‐ P8
10YR2/1 黒色 荒化物粒、焼土粒を少量含む。

10YR3/2 黒掲色 粘土質シルト 足化物粒、焼土粒を少量含む。

S11470‐ P9 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質ンル ト

10YR3/2 黒褐色 rt4土質ンルト

SK2267
10YR4/2 灰黄褐色 粘上質ンル ト

=ぶ
い黄橙色 (10YR7/2)粘 土質シルト上ブロックを極少見含み、炭化物ブロック、焼上粒を多量に含む。

10YR6/6 明黄掲色 粘土質シルト V層 土ブロックを少量含む。

第 12図  S11470竪穴住居跡 。SK2267土坑断面図 (S=1/60)

0               10cm

第 13図  S11470竪穴住居跡出土遺物

[出土遺物]S11470b住居跡の床面から、C二 1090土師器高郷 (写真図版 7-7)の 脚部破片 /A‐ ど、土師器の小片

が多く出土した。掘り方埋土中からは、C-1083土師器邪 (第 13図 1)、 C-1080土師器甕 (第 13図 2)、 C―

1082土師器邪 (写真図版 7-10)な ど、土師器杯や甕の小片が多く出土した。C-1083土師器邪は、体部がや

や内湾し、日縁部に段を有する関東系土師器である。

S11475竪穴住居跡 (第 4・ フ図)

第 103次調査で住居跡を検出し、床面までの精査を行っている。ここでは、今回の調査で検出した範囲の報告を

行うこととし、これ以外の詳細については、『仙台市文化財報告書第 194集 郡山遺跡XV』 を参照していただきたい。

[検出位置 。方向]調査区の北西端に位置し、住居跡の南東隅を検出した。

[重複]SD1503溝 跡よりも古い。

版

号

図

番
登録番号 種別 器 形 法量 (cal) 外面調整 内面調整 写真図版

土師器 lr 掘り方埋土 ヨ径 I(126) コ緑部 :ヨ ョナデ 体部〔手持ちケズリ 日縁部～体部 :ヨ コナデ

臓り方埋土 回縁部:ヨ ヨナデ 体部 ケヽメ 日縁部 :ナ デ 体部 ツ ケヽメ



第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209次 )発掘調査報告

[規模]住居跡の北東辺 1 05cm、 南東辺 11 0cmを検出した。

[堆積土]今回の調査で、新たに貼り床 (2層 )と掘り方埋土 (3層)を確認した。

[床面]褐灰色のシル トを貼り、床面としている。検出面から床面までの深さは 20～ 25cmである。

[掘 り方]底面はほぼ平坦である。

[出土遺物]出土していない。

S12257竪穴住居跡 (第 4・ 13図 )

[検出位置 。方向]調査区の中央部で検出した。方向は、カマ ドを基準とするN-55° 一Wである。

[重複]SB2256掘立柱建物跡、SD2265溝跡、SK2270土坑よりも古い。

[規模 。平面形]規模は、東西 450cm、 南北 400cmを測る。平面形は方形を呈する。

[堆積土]堆積土は 16層 に細分された。1～ 3層は住居内堆積土である。黒褐色や暗褐色の粘土質シル トなどで、

Ⅲ層土のブロックを多く含み、人為的埋土の可台を性がある。4・ 5層はカマ ド崩落土、6層は煙道内堆積土、7～ 11

犀880m
Ｈ
引

P
トー880m

許30咀

S32256

還柄名 層  位 色   調 土  質 備  考

住居内堆積土 10YR3/4 晴褐色 粘土質シルト 酸化鉄ブロックを多景に含む。

住居内堆積土 10YR2/2 黒褐色 粘上質シル ト 酸化鉄ブロックを多量に含む。

住居内堆積土 10YR2/2 黒褐色 酸化鉄粒を身量に含み、褐色 (10YR4/4)土 ブロックを少量含む。

カマド崩落土 10YR3/2 黒褐色 ンフレト質粘土 攪土粒を多重に含む。

カマ ド崩落土 粘土質ンルト 焼土ブロックを多量に含む。

カマド煙道堆積土 10YR2/3 黒褐色 粘土質ンル ト マンガン粒をやや影畳に含み、酸化鉄粒を少電含む。

カマ ド掘 り方埋土 ,YR4/3 にぶい赤褐色 シルト

カマ ド掘 り方埋土 10VR3/3 贈褐色 ンルト

カマド掘り方埋士 10VR4/4 褐色 シルト質粘土

カマド掘り方埋土 10YR3/3 噌褐色 ンル ト質粘上 H層 土ブロックを少量含む。

掘 り方理土 10YR3/3 昭褐色 粘土質シル ト IV層土ブロックをやや夕景に含み、 V層土ブロックを少量含む。マンガン粒を多量に含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 '音 褐色 粘上質シル ト V層 土プロック、Ⅲ層土フロックを微星含む。

掘 り方埋■ 粘土質シルト V層 上フロック、 Il層 土フロック、マンガン粒を微量含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 H音 褐色 粘上質ンル ト Ⅳ層土プロックを少量含み、マンガン粒を多量に含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 賠褐色 粘土質シル ト Ⅱ層土ブロック (10YR6/4～ 7/4)を 中量含み、マンガン粒を微量含む。

柱痕跡 10YR3/4 1旨 褐色 粘土質シルト 黒色 (10YR2/1)粘 土ブロック、酸化鉄ブロックをやや多ユに含む。

掘り方埋土 10VR3/3 暗褐色 粘土質ンル ト Ⅱ層土ブロックをやや多量に含み、マンガン粒を多量に含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅱ層土プロックを多壁に含み、酸化鉄粒を少量含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 暗褐色 Ш層土プロック、駿化鉄ブロックを少毘含む。

掘 り方理■ 10YR3/4 昭4LJ色 竣1ヒ飲粒を少量含む。

柱痕跡 粘土質ンル ト Ш層土ブロックを多量に含み、黒褐色 (10YR3/1)粘 上ブロックを少量含む。

掘 り方埋上 10YR3/3 暗褐色 雑土質ンル ト Ⅲ層土ブロックを極多量に含む。

掘 り方埋土 10YR3/2 黒褐色 粘土質ンル ト Ⅱ層土粒、駿化鉄粒、黒褐色 (10YR3/1)シ ルト質粘上粒を全体に多量に含む。

掘り方埋土 IOYR3/3 暗褐色 粘土質シルト マンガン粒を多量に含み、Hl層 土ブロックをやや多量に含む。

掘 り方埋土 10YR3/3 贈褐色 粘土質ンル ト Ⅱ層 土ブロックを多量に含む。

S12257‐ P3

柱痕跡 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト Ⅲ層土粒を少量含む。

掘 り方理土 10YR3/4 賠褐色 Ⅱ層土ブロックをやや多量に含む。

掘 り方理土 10YR3/4 昭褐色 IIl層土ブロックを少重含む。

柱痕跡 10YR3/3 H音 褐色 粘土質ンル ト H層上粒をやや多量に含む。

掘 り方理上 10YR3/3 暗掲色 粘土質ンル ト Ⅲ層土ブロックを多重に含む。

掘り方埋土 10YR3/3 1音 褐色 lh生質ンルト 皿層土粒を少見含む。

10YR3/2 黒掲色 粘上質ンルト 酸化鉄粒、炭化物ブロックを多量に合む。

10YR3/3 暗掲色 粘土質シル ト 酸化鉄粒を多量に含む。

10YR2/2 黒褐色 焼土ブロックを極多量に含む。

第 14図  S12257竪穴住居跡 。SD2265溝跡断面図 (5=1/60)
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層はカマ ド掘り方埋土、12～ 15層は掘り方埋土である。

[壁]やや外側に開いて外傾して立ち上がる。床面までの残存高は 15cmである。

[床面]掘 り方埋土上面を床面とする。

[柱穴]4基 (Pl～ 4)確認した。柱穴掘 り方の平面形は円形で、直径 50～ 60cmで ある。柱痕跡は、直径 15～

20cmである。

[カマ ド]北西壁に付設される。カマ ドの側壁は、基本層Ⅲ層を削り出して造られている。焚口部はSD2265溝跡によっ

謂子謂
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―
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図

番

録

号

登

訴
種別 器形

出上地点
法里 (cm) 外面調整 内面・

Fl整 写真図版
層/i

須恵器 蓋 住居内堆積上 回径 :(95) ロクロナデ 天外部:回 転ケズリ ロクロナデ

上前i器 ミニチュア土器 住居内堆積土 口径 61 底径

“

I 器・
‐
望3 体部 :オ サエメ 本部 オサエメ

土師器 lT 住居内蛙積土 日径 i(144) 口縁郡 :ヨ コナデ 体部 :手 持ちケズリ ミガキ 黒色処理

C‐ 1108 土師器 邸 住居内 llt積士 日径 i(144)器高:35
回縁部 iヨ コナデ

休部:手持ちケズリ (摩 tk者 しい)

ミガキ 烈色処理

C‐ 1043 土帥器 B.I S12257 カマドÅ堆積「L 口縁部 :ヨ ヨナデ 体部ツ ケヽメ J縁部～体部 :ヨ コナデ

土師器 邸 S12257 住居内堆積土 ヨ径 : (88) 日縁部:ヨ コナデ 体部:憾い手持ちケズリ 日縁部～体部 :ミ ガキ 漆膜付着

C1059 土師器 裂 床 面 Htti(170) 口縁剤
`ハ

ケメ→ヨコナデ 体部 :ハケメ 日縁部ツ ケヽメ→ヨコナデ 休部ツ ケヽメ 8-20

須恵器 床 面
口径 !(85)底 径 62

器高 :33

曰縁部～体部 !ロ クロナデ

体下部～底部 1回 転ケズリ
ロクロナデ 8-18

■師器 イ 口径 :(160)器 高 |(40)
ヨ縁部:ヨ コナデ 体部フヽケメ、ケズリ

藍部 ケズリ、ナデ
日縁部 :ヨ ヨナデ

C1061 土師器 床面
口径 172 底径 :(82)

器高 267

日縁部 :ヨ ヨナデ 体部 ハケメ

体下部 :ハ ケメ→手持ちケズリ
日縁部 iヨ コナデ 体部 ハケメ

C1042 土師器 第 S12257 掘 り方埋十 口径 :(144) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手 持ちケズリ 日縁部～体部 !ミ ガキ 黒色処理

」i師 器 裂 S12257 住居内堆積土 口径 :(220) 国縁部:ヨ ヨナデ 体部:ヘ ラナデ 日縁部 :ヨ コナデ 休部 :ヘ ラナデ

第 15図 512257竪穴住居跡出土遺物

13



第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209次)発掘調査報告

て壊されており、詳細は不明である。燃焼部の底面は概ね平坦で、煙道との境は 10cm程の段となっている。煙道は、

住居奥壁から 88cm検出した。幅 20～ 30cmで、深さは 5cmである。

[出土遺物]住居堆積土中からは、土師器郷・甕、須恵器蓋・不、ミニチュア土器が出土している。

土師器邪には、外面に段があるC-1047(第 15図 3)・ C-1116土師器邪 (写真図販 8-11)、 器壁が厚く外

面に稜があり、内面底部に粘土組の痕跡がある C一H08土師器邪 (第 15図 4)、 内面に漆皮膜が付着している C―

1051(第 15図 6)、 胎土に海面骨針体を多く含み、底部と体部の境にわずかに段があるC-1060土師器郵 (写真

図版 8-8)、 器壁が厚く、体部半ばに幅 5mm程の沈線が施された C-1050土師器郷 (写真図版 8-9)が ある。

土師器甕には、体部と口縁部の境に段があるC-1045土師器甕 (第 14図 12)、 直線的に立ち上がる体部で、日

縁部が L字状に開くC-1058土師器甕 (写真図版 8-15)、 球状に近い体部で、口縁部が垂直気味に立ち上がる

C― H00土師器重 (写真図版 8-12)が出土している。ミニチュア土器には、手捏ねの C-1044ミ ニチュア土

器 (第 15図 2)力式ある。

須恵器には、内面にカエリがあるE-547・ E-567須恵器蓋 (第 15図 1、 写真図版 8-6)、 器台のHk「部と考

えられるE-549須恵器 (写真図版 8-7)、 体部と底部の境に稜があり、体部が短く立ち上がるE-550須恵器郷 (写

真図版 8-10)、 還元不良の E-551須恵器郷の底部 (写真図版 8-14)がある。

カマ ド崩落土中からは C-1043土師器甕 (写真図版 8-16)が出土した。

床面からは、土師器不・甕、須恵器野が出土した。土師器邪は、丸底で浅い椀形を呈し内面に黒色処理が施されな

い C-1046土師器邪 (第 15図 9)殉 出ヾ土した。土師器甕には、頸部に 2条の沈線が施され、国縁部がやや外反する

C-1059土師器甕 (第 15図 7)、 体部半ばに最大径があるC-1061土師器甕 (第 15図 10)がある、須恵器は、

平底で体下部に段を持ち、体部が直立するE-552須恵器不 (第 15図 8)が出土した。

掘り方埋土中からは、土師器郷や甕の小片や鉱滓が出土した他、外面に段があり、口縁部が内湾するC-1042土

師器好 (第 15図 11)が出土している。

S12258a o b竪 穴住居跡 (第 4。 16図 )

2時期の変遷を確認した。古い時期の住居跡を S12258a、 S12258aを東西南北方向に拡張した新 しい時期の住居

跡を S12258bと して記述する。

[検出位置・方向]調査区の南部に位置する。方向は、住居北東辺を基準として、N-49° 一Wである。

[重複]SK2271土坑よりも古い。

[規模]S12258aは 、東西 330cm、 南北 305cmである。S12258bは、東西 400cm、 南北 450cmである。平面形は、方

形を呈する。

[堆積土]5層 に細分される。 1・ 2層は、基本層Ⅲ層の粘土質シル トを粒状に多く含む黒褐色やにぶい黄褐色の粘

土質シル トである。S12258bの掘 り方埋上である。 3層は焼土や炭化物をブロック状に含む黒褐色の粘土質シル ト

である。S12258aに伴うカマ ド内堆積土である。 4層 は、にぶい黄褐色の粘土を粒状、ブロック状に多量に含む黒

褐色の粘土質シル トである。S12258aに伴う周溝内堆積上で、S12258bを構築するときに人為的に埋め戻されたも

のである。 5層は、にぶい黄褐色の粘土質シル トをブロック状に多量に含む灰黄褐色のシル トである。S12258aに

伴う掘り方埋土である。

[壁]S12258a住居跡の壁は、S12258b住居跡の構築時に削平され、不明である。S12258b住 居跡の壁についても、

削平され、不明である。

[床面]S12258a住居跡は、掘り方埋土上面を床面としている。S12258b住居跡は、削平され不明である。

[柱穴]検出されなかった。

[周溝]S12258a住居跡に伴う周溝を検出した。一部途切れるが、規模は、上幅 15～ 30cm、 深さ 1 0cmで ある。断

面形は U字形を呈する。

[カマ ド]北西壁中央に付設される。右側壁を一部検出したが、削平が著しく、詳細は不明である。

[出土遺物]1層から土師器郭や甕の小片が出土した。床面からは、土師器好や甕の小片や河原石が出土した。その中

には、器形が半球形を呈し、体部内外面にミガキと黒色処理を施したC-1054土師器邪 (第 19図 1)出土している。

14
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層  位 色  調 土  質 備  考

S12258

a期埋め戻 し土

b期範 り方埋上

IOYR3/2 黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄掲色 (10YR4/3)粘 土質ンルト土粒を多量に含み、マンガン粒を少量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト マンガン粒を多量に含み、黒褐色 (10YR3/1)粘 土質シルト土ブロックをやや多量に含む。

10YR3/1 黒褐色 粘土質ンルト 焼土ブロックを多量に含み、炭化物ブロックを少量含む。

a期周澪唯積土 粘土質シル ト にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 上を粒～ブロック状に多量に含む。人為的埋め立てとみられる。

掘 り方埋土 ングレト にぶい黄褐色 (10YRS/3)粘 土質シル ト土ブロックを多量に含む。

第 16図 S12258竪六住居跡断面図 (S=1/60)

P860m
S12259竪穴住居跡 (第 4・ 17図 )

[検出位置 。方向]調査区の南端部に

位置する。北東辺を基準 として、N

-39° 一Wでみる。

[規模]北東辺 309cln以上、南西辺

369cm以 上で、調査区外に延びる。

平面形は、方形を基調とするものと

みられる。

[堆積土]5層に細分される。 1層は、黒褐色の粘土質シル トで、住居内堆積土である。 2層は炭化物を粒状に多量

に含む暗褐色の粘土質シル トである。 3・ 4層はにぶい黄褐色や灰黄褐色の粘土質シル トで、貼り床である。 5層は、

にぶい黄褐色のシル トをブロック状に含む黒褐色の粘土質シル トで、掘り方埋上である。

[壁]床面からわずかに開き気味に立ち上がる。床面までの深さは、 2～ 8 cmで ある。

[床面]にぶい黄褐色や灰黄褐色の粘土質シル ト土を貼り、床面としている。

[柱穴]1基 (Pl)確認した。柱穴掘 り方の平面形は円形で、規模は直径 60cmである。柱痕跡の直径は 20cmである。

[出土遺物]1層から土師器不や甕の小片、河原石が出土した。Plの掘り方埋土中からは C1057土師器邪 (写真図

版 7-16)が出土した。床面からは、国縁部がわずかに内湾し内面にミガキと黒色処理が施された C-1056土師

器郷 (第 19図 2)が出土している。

S12260竪穴住居跡 (第 4、 18図 )

[検出位置・方向]調査区の南端部に位置する。南西辺を基準として、N-42° ―Wである。

[重複]P261よ りも新しい。

[規模]北西辺 309cm以上、南西辺 369cm以上で、調査区外に延びる。平面形は、方形を基調とするものとみられる。

[堆積土]2層に細分される。 1層は、黒褐色の粘土質シル トで、住居内堆積上である。 2層は、黄褐色の粘土質シ

ル トをブロック状に少量含む黒褐色の粘土質シル トで、掘り方埋土である。

[壁]床面からわずかに開き気味に立ち上がる。床面までの深さは、 2～ 1 0cmで ある。

[床面]掘 り方埋土を床面としている。

[柱穴]3基 (Pl～ 3)確認した。Plは主柱穴とみられる。柱穴掘 り方の平面形は円形で規模は直径 60cmである。

柱痕跡の直径は 1 5cmで ある。P2の平面形は楕円形で、規模は長軸 7 1cm、 短軸 57cm、 深さ 1 9cmで ある。堆積土は

1層である。P3の平面形は楕円形で、規模は長軸 62cm、 短軸 30cm以上、深さ 1 5cnで ある。堆積土は 1層である。

引       洋860m

!

遺構名 層  位 色  調 土  質 備  考

S12259
住居内唯積土 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 眈化鉄粒を多量に含み、炭化物粒を微曇含む。

5 掘り方埋土 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト にぶい黄褐色 (10YR5/3)土 プロックを多量に含む。

柱痕跡 10YR3/3 暗褐色 粘土質ンルト 炭化物ブロックを含む。

棚 り方埋土 10YR3/4 暗褐色 粘土質シル ト にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘 土ブロックを含む。

第 17図  S12259竪穴住居跡断面図 (S=1/60)



第 1章 郡山遺跡 (第 206次 。第 209次 )発掘調査報告

[出土遺物]1層から土師器好や甕の小片が出土した。床面からは、体部がわずかに外湾しながら外傾し、外面の体

部に手持ちケズリ、日縁部にヨヨナデを施し、内面にミガキと黒色処理を施した C-1093土師器杯 (第 19図 3)

が出土している。

Ｐ
引 崖870m乳 1  屋870m 当 Y'

トーー870m

遺構名 層   位 色  調 土  質 備  考

S12260
住居内堆積土 iOYR3/2 黒掲色 粘土質ンル ト 璧化鉄粒を全体にやや多量に含み、Ⅲ層土フロックを少量含む。

2 掘 り方埋土 10YR3/2 黒褐色 粘土質シルト Ⅲ層土ブロックを少量含む。

掘 り方埋土 粘土質シルト 唆化鉄粒を少量含む。

掘 り方埋土 10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 唆化鉄ブロックをやや多量に含む。

10YR3/3 暗褐色 粘土質シルト Ⅲ層土プロックを少量含み、酸化鉄ブロックを徹量含む。

10YR3/4 暗褐色 粘土質シルト Ⅲ層土ブロックを少量含む。

10YR4/4 褐色 粘上質シル ト 駿化欽プロックをやや多量に含む。

第 18図   S122601断 面図 (S=1/60)

亥ヽプ∈露
0                     10cm

(3)溝跡

SD2261溝跡  (第 20図 )

調査区中央部東端付近で検出した。検出長は 1.25mで、さらに東へ延びる。方向は N-64° 一Wである。上幅

31～ 32cm、 底面幅は 28～ 30cm、 検出面からの深さは 23cmである。堆積土は 2層に分層される。1層は炭化物と

焼土を含む黒褐色粘土質シル ト土で、2層は非常に多量の炭化物が層状に含まれている黒褐色粘土質シル ト上である。

堆積土の含有物から、住居跡の煙道である可能性が考えられる。

遺物は、2層上面から体部上半部が垂直気味に立ち上がり、口縁部はほぼ直線的に外傾するC-1074土師器甕 (第

21図 1)が出土した。

コ版番号 登録番号 種 別 器形
出土地点

法量 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版
遺構名 層 位

C‐ 1054 土師器 イ 床 面

土師器 S12259 床 面 口縁部 :ヨ コナデ 休部 :手持ちケズリ ミガキ 黒色処理

土師器 床面 口径 ((154) 口縁部iヨ コナデ 体部:手持ちケズリ ミガキ 黒色処理 (被熱によリー部色落ち)

第 19図 S12258。 2259。 2260出土遺物

島  SD2261 崖870m  葛 崖870m

0                2m

選構名 層  位 色   調 土  質 備  考

SD2261
10YR3/2 黒褐色

粘土質ンルト 炭化物プロックを極多量に含む。Ⅱ層土ブロックを少量含む。

10YR4/3 にぶい黄褐色 粘土質シルト 酸化鉄粒を多量に含み、にぶい黄橙色 (10YR6/3)ン ルト粒を微量含む。

褐灰色 粘 土 灰黄褐色 (10YR5/2)粘 土質シルト土をラミナ状に含み、灰黄掲色 (10YR5/2)土 ブロックを底面に微量含む。

SD2263
黒褐色 粘土質シルト にぶい黄橙色 (10YR6/3)粘 上質シル ト土を底面にラミナ状に含む。

黒褐色 粘土質ンルト にぶい黄橙色 (10YR6/3)粘 土質シル ト土ブロックを底面に含む。

OYR4/ 褐灰色 粘土 有機物 (木片)を少鷺含む。

N3/0 暗灰色 粘土 オリーブ灰色 (2 5GY6/1)粘土粒を少量含む。

3 5Y3/1 オ リープ黒色 粘土 オリーブ灰色 (2 5GY6/1)粘土粒を多量に含む。

第 20図 SD2261・ 2262・ 2263・ 2264溝跡断面図 (S=1/60)



第 1章 郡山遺跡 (第 206次 。第209玖 )発掘調査報告

SD2262溝跡  (第 20図 )

調査区北端で検出した。検出長は 101mで、さらに東西に延びるものと推定される。方向は N-83° 一 Eである。

上幅は 230～ 240cm、 検出面からの深さは 46田である。断面形は皿状を呈する。堆積土は 2層に分層され、レンズ

状に堆積している。SD2263・ 2264溝跡と重複しており、これらよりも新しい。

遺物は、堆積土中から土師器郭や甕、須恵器甕の小片や、河原石が出土したほか、E-555須恵器蓋 (第 21図 2)

が出土している。E-555須恵器蓋は、復元口径が 9 5cmと小型で、端部は短く斜め下方に折れ、内面にやや外側に

反るカエリがある。つまみの形状は不明である。

SD2263溝跡 (第 20図 )

調査区北端で検出した。検出長は 30mで、さらに東西に延びるものと推定される。方向は N-83° 一 Eである。

上幅は 74cm、 検出面からの深さは 60cmで ある。断面形は、北側上端が SD2262溝跡に壊されているが、南側上端

の形状からU字形を呈すると推定される。堆積土は 2層に分層される。SD2262溝跡よりも古い。SD2264溝跡と

接するが、新旧関係は不明である。

遺物は出土していない。

SD2264溝跡 (第 20図 )

調査区北端で検出した。検出長は 1.9mで、さらに東西に延びるものと推定される。方向は N-83°一Wである。

上幅は 61～ 77cm、 検出面からの深さは 5 1cmで ある。壁は、南半部と北半部で形状が異なり、南半部は緩やかに外

傾して立ち上がり、北半部は底面から外傾しながら立ち上がり、底面より35cmの ところに平坦面があり、さらに上

方は外傾しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は 3層に分層される。SD2262溝跡よりも古い。

遺物は、土師器郷・甕、須恵器片が少量出土した。

SD2265溝跡 (第 20図 )

調査区中央部東壁からN-54° 一 Eの方向に延び、そこから 1.5m程 で屈曲し、調査区西壁へ向かい、さらに

西に延びるものと推測される。東壁から3mで北側に分岐している。上幅は 50～ 90cm、 底面幅 19～ 59cmで、

検出面からの深さは 30cmで ある。断面計は逆台形を呈し、底面はほぼ平坦である。堆積土は 3層に分層される。

0                  10cm

コ版番弓 登録番号 種別 器形
出土地点

法亘 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版
遺構名 層 位

土師器 饗 2層 上面 ヨ径 :(230) 日縁部 :ヨ ヨナデ 体部 ハケメ (摩滅著しい) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :ヘ ラナデ

須恵器 蕎 ヨ径 :(95) 口縁部～体部 :ロ クロナデ ロクロナデ

E‐563 須恵器 蓋 SD2265 層 ]径 (122) ロクロナデ 回転ケズリ ロクロナテ

土師器 ヨ径 :(35) J縁部 :ヨ コナデ 体部 :手 持ちケズ リ ミガキ 黒色処理

C‐ 1076 土師器 必 SD2265 層 ョ径 (70) 口縁部 iヨ コナデ 体部 :手持ちケズ リ ミガキ 黒色処理

土師器 高IIN 層 日径 160) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ→ ミガキ ミガキ 黒色処理

第 21図 SD2261・ 2262・ 2265溝跡出土遺物
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SB2256掘 立柱建物跡、S12257竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しい。

遺物は、1層から土師器郷・高邪・甕の小片、須恵器蓋・甕の小片、鉱滓が出土した。土師器好には内外面の底部

と体部の境に段があるC-1077土師器郷 (第 21図 4)、 外面の底部と体部の境の凹みが明瞭であるC-1076土
師器邪 (第 21図 5)、 体部が直線的に外傾するC-1069土師器邪 (第 21図 6)がある。また、天丼部と口縁部の

境に段があり、口縁部が外下方に短くのびるE-563須恵器蓋 (第 21図 3)力式出土した。

SD2266清跡 (第 4。 12図 )

調査区中央東端で検出した。方向は N-13° 一 Eである。検出長は 96 cmで、規模は上幅 15～ 33cm、 底面幅

10～ 20cmである。検出面からの深さは 20cm程で、断面形は皿状を呈する。堆積土は 1層である。

遺物は、1層 中から土師器郷や甕の河ヽ片が少量出土した。

(4)土坑

SK2267土坑 (第 4・ 12図 )

S11470竪穴住居跡の掘 り方埋土の底面で検出した。規模は、

cmで ある。平面形は楕円形を呈し、壁は緩やかに立ち上がる。

S11470竪穴住居跡よりも古い。

遺物は、1層から土師器甕の小片が少量出土した。

長軸 69硼、短軸 60cm以上、検出面からの深さは 22

断面形は皿状である。堆積土は 2層に分層される。

SK2270土坑 (第 4・ 22図 )

調査区中央で検出した。長軸 139cm、 短軸 1 27cmで 、検出面からの深さは 25cmである。平面形は不整円形を呈し、

壁面は緩やかに立ち上がる。断面形は皿状で、底面には凹凸がある。堆積土は 1層 である。SB2256掘 立柱建物跡

SlEl、 S12257竪穴住居跡と重複し、これらよりも新しい。

遺物は、堆積± 1層から土師器郭や甕の小片、礫石のほか、C-1065土師器杯 (写真図版 9-3)が 出土した。

SK2271土坑 (第 4・ 22図 )

調査区中央で検出した。規模は長軸 1 02cm、 短軸 83cmで、検出面からの深さは 1 06cmで ある。平面形は楕円形を

呈する。断面形は円筒状である。堆積土は 4層に分層される。いずれも自然堆積土である。形態や堆積土の状況から、

素掘りの井戸跡の可能性がある。S12258竪穴住居跡よりも新しい。

遺物は、1層から磨面のある河原石、土師器郵 。高野・甕が出土した。土師器には、口縁部と体部の境に段があり、

底部の丸みが弱い有段丸底の C-1070土師器郵 (第 23図 1)、 体部が垂直気味に立ち上がり、国縁部が急激に外

反するC-1072土師器甕 (第 23図 3)、 日縁部がやや外反するC-1067土師器甕 (第 23図 2)、 邪部が欠損し、

当      SK2270

0                2m

SK2271
当     Ⅳ870m 当   SK2272  要

,870m
洋870m

S32256-SlEI

遺構名 層   位 色   調 土  質 備  考

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 尭土ブロック、炭化物粒を多量に含む。

SK2271

10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 褐色 (10YR4/4)粘 土質ンルト土ブロックを少量含む。

10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト 唆化鉄粒をやや多量に含む。

10YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト 皿層■プロックをやや多量に含み、酸化鉄粒を多量に含む。

10YR2/2 黒褐色 粘 土 Шtt■小プロックを若干含む。機能時堆積とみられる。

SK2272 10YR3/2 黒褐色 I層 土ブロックを少 !毯含む。

第 22図  SK2270・ 2271 ・2272土坑断面図  (S=1/60)
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HAF柱部が「八」の字形に外下方にのび、裾部が外側に短く折れるC-1068土師器高邪 (写真図版 9-15)が出土

した。

SK2272土坑 (第 4・ 22図 )

調査区中央東端で検出した。規模は長軸 83cm、 短軸 77cm、 検出面からの深さは 123cmである。平面形は楕円形

を呈し、壁は円筒形に垂直に立ちあがり、底面はほぼ平坦である。SK2271土坑とほぼ同規模であり、素掘りの井戸

跡の可能性がある。P149よ りも古い。

遺物は、1層から土師器甕の小片のほか、国縁部と体部の境にわずかな屈曲があり、口縁部内外面にヨコナデ、体

部外面に手持ちケズリ、体部内面にヘラナデが施された C-1109土師器甕 (第 23図 4)が出土した。

0              10cm

図版番号 登録番号 種別 器 形
出土地点

法量 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版
遺構名 層 位

土師器 ヨ縁部:ヨ ヨナデ 体部!手持ちケズリ ミガキ 黒色処理

2 上師器 饗 SK2271 1層 回径く1601 ヨ縁部 フ ケヽメ→ヨコナデ 体部 ハケメ ヨ縁部 iヨ コナデ→ハケメ 体部 :ヘラナデ

土師器 裂 1層 口径 (188) 口縁部 iヨ コナデ 体部フ ケヽメ コ縁部 :ヨ ョナデ 体部 ,ハケメ

土師器 甕 日径 (198) 口縁部 :ヨ コナデ 体部 i手持ちケズリ 回縁部:ヨ コナデ 体部tヘ ラナデ 輪績み痕 9-16

第 23図 SK2271・ 2272土坑出土遺物

(5)ピット

ピットは、Ⅲ層上面で 261基検出した。重複関係やでⅡ層上面から掘 り込まれているものもあり、主な遺構より

新しいものが大半を占める。各ピットの規模や深さは一定していない。また、掘 り方の平面形もさまざまで、円形、

楕円形、隅丸方形などを呈する。柱痕跡の平面形は、円形あるいは半円形のものもある。ピットの堆積土中からは、

土師器、須恵器などの小片が出土した。そのうち、P150からは、C-1096ミ ニチュア土器 (第 24図 1)が出上した。

また、P7の底面から礎板と考えられるK-334(写真図版 9-19)が出土している。

なお、調査区平面図 (第 4図 )、 調査区西壁断面図 (第 7図)及び遺構断面図 (第 12・ 14。 16。 18・ 22図)中

において、遺構と重複するピットについて位置等を示している。

コ版番号 登録番号 種別 器形
出土地点

法量 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版
選構名 層位

C‐ 1096 土師器 ミニチュア土器 P150
口径 I(104)底径招6

器高 61
口縁部～休部 !ハ ケメ ヘラナデ 9-20

第 24図  P150出 土遺物
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(6)その他の出土遺物

基本層中からは、以下の特徴を有する遺物が出土した。

Ib層からは、土師器必 。蓋・甕・壼、須恵器蓋・甕、陶器、土製品が出土した。

土師器邪には、口縁部から体部にかけて緩やかに内湾し、内面に黒色処理が施された C-1099土師器邪 (第 25

図 1)、 底部が平底風で、内面にミガキと黒色処理が施された C-1094・ C-1101土師器好 (写真図版 10-2・

写真図版 10-6)、 丸底で口縁部がやや外反するC-1102土師器邪 (写真図版 10-7)、 丸底で体下部に稜があ

り、体部から口縁部にかけて外傾し、内面にミガキと黒色処理が施された C-1103土師器邪 (写真図版 10-8)、

半球形の体部で、日縁端部が短く直立する関東系土師器の C-1104土師器郷 (写真図版 10-9)、 日縁部が短く

直立し、内面に黒色処理が施された C-1105土師器邪 (写真図版 10-10)がある。その他、土師器には内外面

にミガキが施された C-1097土師器蓋 (写真図版 10-4)、 小型の C-1098土師器壼 (写真図版 10-5)、 小

片の C-1106土師器甕 (写真図版 10-11)がある。

須恵器には、脚部が欠損し、底部と体部面に回転ケズリが施された E-561須恵器脚付盤 (第 25図 2)、 日縁部

が短く下方に屈曲するE-556須恵器蓋 (写真図版 10-12)、 肩部に浅い沈線が 2条施された E-557須恵器瓶

類の小片 (写真図版 10-13)、 口縁端部がやや外側に張り出す E-560須恵器甕片 (写真図版 10-14)がある。

陶器には、I-60陶器 (写真図版 10-15)、 I-61陶器 (写真図版 10-16)があり、土製品にはP-64紡錘車 (写

真図版 10-17)、 P-65土錘 (写真図版 10-18)がある。

基本層 Ⅱ層からは、土師器片、須恵器片が多数出土した。土師器には、体部から回縁部にかけての C-1107土

師器邪片 (写真図版 10-19)がある。須恵器には、底部が平底を呈し、S12257竪穴住居跡出上の E-552須恵器

野と器形が類似するE-566須恵器邪片 (写真図版 10-24)、 小片の E-558須恵器高邪脚部片 (写真図版 10

-20)、 内面に短いカエリが付くE-559須恵器蓋 (写真図版 10-22)、 小片の E-564須恵器高郭脚部片 (写

真図版 10-21)、 日縁部が短く下方に屈曲するE-565須恵器蓋片 (写真図版 10-23)が出土している。

0              10cm

登録番号 種別 器 形
tH土地点

法量 (cm) 外面調整 内面調整 写真図版
遺構名 層 位

C‐ 1099 土師器 高lT Ib層 口径 (100) 口縁部 !ヨ コナデ 体部 :手持ちケズリ 浅い沈線あり

察恵器 脚付盤 Ib層 ヨ径 (232) 体部 :ロ クロナデ 底部～体下部 :ロ クロナデ→回転ケズリ ロクロナデ

第 25図  lb層 出土遺物
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4 まとめ

今回の調査の調査では、郡山遺跡 I期官行に関連する掘立柱建物跡と、郡山遺跡 I期官衛からⅡ期官行にかけての

時期と推測される竪穴住居跡が検出された。各遺構の重複関係や時期差については、以下のとおりである。ただし、

並列して表記した遺構は、必ずしも同時期を示すものではない。

SB2256

(1)SB2256掘立柱建物跡について

SB2256掘立柱建物跡は、柱穴掘 り方の規模にばらつきがあるが、一辺 lmに近い掘り方、柱痕跡も20～ 27cmで、

方向も南桁行で N-57° 一Wであり、 I期官衛を構成する建物跡と考えられる。これまで I期官衛西辺付近で桁行

が 5間あるいはそれ以上の建物となる可能性のあるものは検出されていなかった。 I期官行内でも丁寧に造られた

遺構であり、 I期官衛西南辺付近でも重要な役割を果たしていたものと考えられる。

I期官衛の全体からみれば、南西辺が中枢付近より拡大されたと考えられている (仙台市教育委員会 2005)の で、

後半期に属するものと考えられるが、西南辺付近での官行の機能がどのようなものであったか、今後、周辺での遺構

のあり方を把握しながら検討していくべき課題である。

(2)竪穴住居跡について

第 206次調査では、第 103次調査で検出されていた住居跡と、建て替えのある住居跡を含めて 8軒が検出された。

これらの住居跡の中でも、出土遺物によって時期を検討できるのは S12257竪穴住居跡のみである。

S12257竪穴住居跡は、 I期官衝期に属すると考えられる SB2256掘 立柱建物跡より、重複関係で古いことから、

それ以前の遺構である。そこから出土しているE-552須恵器郷 (第 15図 8)は、郡山遺跡 I期官衛を構成する

遺構である S1412竪穴住居跡 (第 35次調査)か ら出土しているE-179須恵器邪と同様の特徴を示すものである。

S1412竪穴住居跡において共伴している須恵器蓋 (E-217・ 219)は、内面にカエリのあるもののみで、後に I期

官衡の南半部で検出された SX2093性格不明遺構 (第 147次調査)か ら出土している須恵器蓋類と同様のものであり、

この SX2093性格不明遺構が I期官行の後半期に属することから、この須恵器類もその時期に属するものと考えら

れる。また、床面より出土しているC-1061土師器甕 (第 15図 10)′こついても I期官行に含まれる可能性を持

つ SE1658井戸跡 (第 110次調査)底面より出土しているC-778土師器甕 (第 110次調査)と体部下半のケズ

リ調整の有無を除いては同様の形態、調整を示すものであるので、概ね I期官衛期の中で捉えられるものと考えられ

る。したがって、この S12257竪穴住居跡もSB2256掘 立柱建物跡と同様に I期官衛の時期に該当する遺構と考えら

れる。
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その他、S12258。 2259。 2260竪穴住居跡については、遺構の残存状況が良好ではなく、出土遺物も少ないことから、

時期の決定が困難である。

こ引用・参考文献=

今泉隆雄 2005「付章 古代国家と郡山遺跡」『郡山遺跡発掘調査報告書 総括編 (1)』

仙台市文化財調査報告書第 283集

小山正忠、竹原秀雄 1989『新版標準土色帖』1989年版 日本色研事業株式会社

小口雅史 2003「古代北東北の広域テフラをめぐる諸問題」『日本律令制の展開』吉川弘文館

古代土器研究会 2005「宮城県中央部」『東北古代土器集成 ―古墳後期～奈良・集落編 ―〈宮城〉』

仙台市教育委員会 1984「 Ⅲ 第 35次調査」『郡山遺跡Ⅳ』仙台市文化財調査報告書第 64集

仙台市教育委員会 1995「Ⅳ 第 103次調査」『郡山遺跡XV』 仙台市文化財調査報告書第 194集

仙台市教育委員会 1997「 Ⅲ 第 110次調査」『郡山遺跡XⅦ』仙台市文化財調査報告書第 215集

仙台市教育委員会 2004「Ⅲ 第 147次調査」『郡山遺跡 24』 仙台市文化財調査報告書第 269集

仙台市教育委員会 2005『郡山遺跡発掘調査報告書 総括編 (1)』 仙台市文化財調査報告書第 283集

仙台市教育委員会 2010「大野田官衛遺跡」『第 36回古代城柵官行遺跡検討会資料集』pp.5158

仙台市教育委員会 2011「第 8節大野田官衛遺跡」『下ノ内遺跡 。春日社古墳 。大野田官衛遺跡ほか』

仙台市文化財調査報告書第 390

長島榮- 2009『郡山遺跡』同成社

町田洋 。新井房夫 2003『新編 火山灰アトラス』東京大学出版会

村田晃- 2007「 V.宮城県中部から南部」『古代東北・北海道におけるモノ・ヒト・文化交流の研究』
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1.調査区全景 (南から) 2.調査区全景 (Jしから)

3.調査区西壁断面 (南端部)

(中央部)

写真図版 1 調査区全景 。

調査区西壁断面 5.土層断面

土層断面
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7.S3E5断面状況 (南西から)

写真図版 2 SB2256

S3E6断面状況 (南西から)
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1.S12259床面検出状況 (北東から)
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5,SD2261遺物出土】犬況 (南から)

7, SD2262・ 2263・ 2264閣F面 面
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SK2271上層遺物出土状況 (南から)

イ 碑ゞ肇ド虫ミー

2.SK2270完掘 。SB2256 SlEl検 出状況 (東から)

|   |1       1

SK2271遺物出土状況 (南から)

基
6.SK2271完掘状況 (南西から)

8,P7礎板石検出状況 (南から)

SK2270。 SK2271 ・SK2272・ P7

5,SK2271断 面 (東から)

7.SK2272断 面 (南から)

1.SK2270断面 (南東から)

霧Ⅲ

写真図版 6



1(C.1062)

SB2256

8 (C‐ 1083)

11(C.1081)

14:床面

17(C-1093)

16 (C-1057)

15:床面

16:掘 り方埋土

S12259

写真図版 7 SB2256・ S11470・ S12258

戸

S12260

・ S12259。 S12260出 土遺物

第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第209次)発掘調査報告

1・ 2:SlEl 掘り方埋土

4 1 SlEl柱痕跡

3・ 5:SlE2 掘り方埋土

6:SlE4 検出面

7:S11475b 床面

8々ヤ13:S11475b 掘り方埋土

5 (C‐ 1064)

2 (C-1063)

6 (}554)

9 (C_1091)

7 (C-1090)

10 (C‐ 1082)

14 (C‐ 1054)

S12258

13 (降333)
12 (C‐ 1080)

Sl1470

18 (K-336)

17:床面

18:住居堆積土

15(G1056)
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1～ 15:住居堆積土

16:カ マド堆積土

17～ 20:床面

21:掘 り方埋土

20 (C‐ 1059)

写真図版 8 S12257出 土遺物
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1(C‐ 1074)

10 (C‐ 1079)
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16 (C‐ 1109)



Ч1(C‐ 1099)

2

■ , ● こ
4 (C-1097)

8 (C‐ 1103)

第1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209次)発掘調査報告

5 (C‐ 1098)

7 (C‐ 1102)

9 (C‐ 1104)
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写真図版 10 1b層 ・ ‖層出土遺物
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Ⅳ.郡山遺跡第 209次発掘調査

1 調 査 に至 る経 緯 と調 査 方 法

第 209次調査は、宅地造成工事に伴う事前の本発掘調査である。仙台市太白区郡山 5丁目40-1・ 42-1に おいて、

株式会社サンホームズより宅地造成工事が計画され、平成 23年 5月 30日 付で「開発行為事前協議書」が提出され

た (平成 23年 6月 6日付 H23教生文第 358号で回答)。 これを受けて、造成計画地内の汚水枡設置箇所において

遺構面までの深さ確認調査を行ったところ、西側の既存道路と接続する宅地内道路部分の約 160だが、埋設管付設

などの工事により遺構面が一部削平されることが想定された。また、造成地の北辺となる擁壁工事部分についても、

一部遺構面が削平される箇所があると想定されたため、合計 280∬ の本発掘調査を実施した。宅地内道路部分をA区、

擁壁工事部分を B区 とし、平成 23年 9月 1日 から9日 までA区の調査を行った後、B区の調査を 12日 から開始した。

調査が終了したのは 9月 15日 である。

調査は、重機により盛土及び水田耕作土 (I層)を除去後、Ⅲ層上面で遺構検出作業を行った。平面図は、遺構配

置図を平板によって縮尺 1/50で作成し、遺構詳細図を縮尺 1/20で適宜作成した。断面図は縮尺 1/20で作成した。

記録写真は、フィルムカメラ (35mmカ ラーリバーサル、同モノクロ)及びデジタルカメラを使用した。

― |
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芽

外 溝 11

第 26図 第 209次調査区位置図 (S=1/800)
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2 基 本 層 序

調査区は、近年まで水田として利用されており、耕作土である Ia・ Ib・ Ic層があり、その下のⅡ層上面で遺

構が検出された。

Ia層  10YR6/2 灰黄褐色  シル ト 酸化鉄を多量に含む。

Ib層 10YR5/2 灰黄褐色  シル ト 酸化鉄を多量に含む。

Ic層  10YR4/1 褐灰色   シル ト 酸化鉄を下面に多く含み、マンガン粒を少量含む。

Ⅱ 層 10YR6/4 にぶい黄橙色   粘土質シル ト  酸化鉄をやや多く含む。
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第27図 A区・B区―①区平面図 (S=1/100)

A区東壁

層 位 色  調 土 質 備 考

基本層

10YR6/2 灰黄褐色 唆化鉄を多量に含む。

灰黄褐色 シルト 後化鉄を多量に含む。

褐灰色 ンルト 唆化鉄を下面に多く含み、マンガン粒を少量含む。

10YR6/4 にぶい黄橙色 粘士質ンル ト 後化鉄をやや多く含む。

第 28図 A区東壁断面図・B区南壁断面図 (S=1/100)
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第 29図 B区調査区平面図 (S=1/100)
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第 1章 郡山遺跡 (第 206次・第 209次)発掘調査報告

3 発 見遺 構 と出土 遺 物

Ⅱ層上面で、溝跡 1条、土坑 2基、ピット 132

基を検出した。遺物は、 Ib層中より土師器片、須

恵器片が出土し、遺構中からは土師器片・須恵器片。

瓦片 。鉄滓などが出土した。

(1)溝跡

5D2278溝跡 (第 27・ 30図 )

A区東南部に位置する。方向は S-53° 一 Eであ

る。検出長は 2.2mで、規模は上幅 50～ 66cm、

底面幅 39～ 54cmで ある。検出面か らの深さは

10cm程で、断面形は逆台形を呈する。堆積土は 1

層である。遺物は出土していない。

(2)土坑

SK2279土坑 (第 27・ 31図 )

為

Ｂ
引

ド全と890m

0                2m

/釜
B'

卜

名  /
思

iB'890m準

A区東部に位置する。規模は長軸 175cm、 短軸

65cmで 、平面形は長方形を呈する。長軸の方向は N

-68° ―Wである。検出面からの深さは 45硼程で、

堆積土は 3層で、ほぼ水平に堆積していた。1層は―レヽ一― ヤ′中― マー“― ― ―レー 十 一v― ― ―
     第 31図 SK2279土坑平・断面図 (S=1/60)

炭化物粒とⅡ層土をブロック状に少量含む黒褐色土

で、2層は黒褐色土とⅡ層上をブロック状に含む褐色土、3層は炭化物を多量に含む黒色上である。断面形は逆台形

を呈し、底面はほぼ平坦である。

遺物は、1層から土師器の野や甕の小片、須恵器の瓶類の体部小片、径 3cm前後の河原石 9点、径 2～ 7cmの鉄滓

5点が出土した。3層からは、土師器の野や甕の小片、須恵器小片、径 3～ 5cmの河原石 33点、径 2～ 10硼の鉄

滓 18点が出土した他に、G-138平瓦 (第 32図 1)や F-109丸瓦 (第 32図 2)、 E-569須恵器 (第 32図 3)

が出土した。G-138平瓦は、凸面に磨 り面が見られることから、砥石に転用されたものと考えられる。F-109

2//来 ＼ 、2

週梢名 層 位 色 調 土   療 備   考

10YR3/1 黒褐色 粘土質シルト Ⅱ層上ブロックを少量含む。

黒褐色 粘土質ンル ト H層土ブロックを多量に含む。

第 30図 SD2278溝跡断面図 (S=1/60)

0                  2na

遺橋名 層 位 色  調 土  質 備   考

10YR3/1 黒褐色 粘土質シル ト 完化物粒、マンガン粒、選物を少畳含む。

褐色 粘 上 Ⅱ層ブロックを多量に含む。

10YR1 7/1 黒色

炭化物ブロックを多量に含み、Ⅱ層ブロッ
クを少量含む。遺物 (土器・鉄津等 )を 多
量に含む。

雲 η
0              10cm

図版番号 登録番号 種別 器形 出土地点 法量 くcn) 外面調整 内面調整 写真図版

瓦 平瓦 3層 :190横 Bl 厚き24 断面 :縄叩き 店消 磨り面 凹面 !布目痕

瓦 丸瓦 3層 ■05 横 60 厚き ■8 四面:ヘラケズリ ヘラ亥1み 凹面 i布 目痕

須恵器 長頸壺 ? 3層 ヨ縁部 :ロ クロナデ 口縁部:ロ クロナデ

第 32図 SK2279土坑出土遺物



丸瓦は、凸面に斜格子状のヘラ刻みが施され、

わずかに粘土の捲れが観察される。このような

ヘラ刻みは、軒丸瓦の瓦当と接合させるために

施された可能性が考えられ、粘土の捲れについ

ても、瓦当と接合する際に貼り付けた粘上の痕

跡である可能性がある。E-569須恵器は、長

頸壼などの瓶類の国縁部である。

SK2280土坑 (第 27・ 33図 )

B区中央部に位置する。検出長は東西 25m、

南北 1.5m以上で、平面形は円形を呈すると考

えられる。検出面からの深さは 50cm以上であ

る。形態や土の堆積状況からは素掘りの井戸跡

C

第 1章 郡山遺跡 (第 206次 。第 209次 )発掘調査報告

C'
一――-890m

0                         2m

第 33図  SK2280土坑断面図 (S=1/60)

の可能性がある。深度が深いことが想定されたため、調査区の安全を考慮し、それ以上の掘 り下げは行わなかった。

壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 3層で、遺物は出土していない。

4 まとめ

第 209次調査区は、郡山遺跡方四町Ⅱ期官衡の南門跡の東側、南辺大溝と外溝の間に位置している。南辺大溝と

外溝の空間は、南門跡の西部で実施した第 138次調査などから、遺構の分布が希薄な空閑地が広がっていることが

明らかとなっている。この空閑地は、藤原宮の周囲にみられる空閑地と同じ特徴で、その設計との関連が指摘されて

いる (今泉 2005、 林部 2010)。

第 209次調査区では、溝跡 1条、土坑 2基、ピットが検出されたが、官行に関わる遺構は検出されず、また遺構

の分布も希薄であった。第 138次調査と同様に、南門東側の南辺大溝と外溝の間にも空閑地が広がっていることが

明らかとなった。

郡山遺跡方四町Ⅱ期官衛の北辺に位置する第 190次調査区において、北辺外清が河川の浸食により遺構が削平さ

れていることや、外溝想定位置に接する南側で郡山遺跡Ⅱ期宮衛の時期の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出されてい

ることから、北辺大溝と北側の空間と、南辺大溝の南側の空間の遺構のあり方が異なっているということが明らかと

なってきている (仙台市教育委員会 20H)。 このような遺構のあり方については、今後の調査成果などを待ち、検

討していくこととし、課題としておく。

く引用 。参考文献〉

今泉 隆雄 2005

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会

林部 を] 2010

「付章 古代国家と郡山遺跡」『郡山遺跡発掘調査報告書 総括編 (1)』

仙台市文化財調査報告書第 283集

2003「 Ⅲ 第 138次発掘調査」『郡山遺跡 22-平成 13年度発掘調査概報―』

仙台市文化財調査報告書第 258集

2011『郡山遺跡第 190次調査』仙台市文化財調査報告書第 389集

「古代宮都と郡山遺跡 。多賀城」『国立歴史民族博物館研究報告』第 163号

遺構名 層位 色   調 土  質 備  考

7 5YR3/1 黒褐色 粘土質ンル ト Ⅱ層ブロック、酸化鉄粒を多量に含む。

N3/0 暗灰色 粘土質シル ト H層ブロック、酸化鉄粒を少量含む。

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 変化鉄をすだれ状に少量含む。
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写真図版 12 SK2279土 坑出土遺物



第 2章 養種園遺跡第 8次発掘調査報告

1 調 査 要 項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

装盛

ど
．

鞘

イ
ォ

第 2章 養種園遺跡第 8次調査報告

養種園遺跡 (宮城県遺跡登録番号 01349)

仙台市若林区南小泉 1丁目 14-85

平成 23年 1月 5日～ 13日

19052�

670だ

鉄骨造平屋商業店舗建築工事

鉄骨造ポール型看板建設工事

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査調整係

主事 及川謙作  文化財教諭 鈴木健弘

Ⅷ

0          500        1,000m
1/25,000

番 号 遺跡名 種別 立 地 時代 瀑号 遺跡名 種 別 立地 時代

1 養種園遺跡 集落跡・屋敷跡 自然堤防
縄文・古墳・

平安～近世

兜塚占墳 前方後円墳 (帆立貝式) 自然堤防 占墳中

小兜塚古墳 司墳 自然堤防 占墳毯

伝領塚古墳 円墳 自然堤防 古墳後 杉土手 (鹿除土手) 土子 丘陸・段丘 近世

苗塚古墳 司墳 当然堤防 古墳後 夏ケ崎績六基Fr 黄クヽ基 丘陵斜両 占頂末 奈良

は塚古墳 ¬墳 当然堤防 古 r‐A後 邪山週跡 宮術跡 寺院跡 包含地 自然堤防・後背・Ej地
縄文～奈良初

泉春院前遺跡 亀落跡 自然堤防 古代～近世 町台畑遺跡 包含地・饗権基 自然堤防 縄文～古墳

打小泉遺跡 鳥落跡 屋敷跡 当然堤防 縄支～近世 ゴ沢遺跡 包含地・水田跡 後背湿地 十日石器～近世

き林以跡 B瑣・集落跡 以館跡 当然堤防 占墳 平安 中世・ 近世 涎宕山横穴基群 A地点 貰六基 丘陵北東斜面 古墳末・奈良

藍見塚古墳 h方後円墳 自然ld防 古墳前 藍若 横穴来群 B

,地点
黄穴 盛 丘陵南東斜騒 古墳末・ 奈良

中野城跡 碇館跡 自然堤防 中世

中柵遺跡 望物跡・ 包含地 自然堤防 古 代 大年寺機穴墓軒 横穴建 丘陵北斜面 占lii末・ 奈良

,柵西遺跡 喪布地 自然堤防 弥生・ 古墳・ 古代 宗仲寺槙穴砲群 横穴泰 殺丘 古墳末・奈良

少押コ遺跡 枚布地 自然堤 1坊 古lil 古イく 質ケ崎城跡 丘陵 Ⅲ世

少押 I遺跡 kttIL 自然堤防 里岸遺跡 集落跡 毘文

第 34図 遺跡の位置と周辺の遺跡



第 2章 養種園遺跡第 8次発掘調査報告

今回調査地点

喝

II卜

洋
ミ

ミ ミ
1/5000

第 35図 調査地点の位置

2 調査に至る経緯と調査方法

今回の調査は、平成 22年 11月 15日 付で、申請者より提出

された「埋蔵文化財発掘の届出について」に対して、文化財保

護法第 93条 (H22教生文第 114-208号 で回答)に基づき

実施した。確認調査は平成 23年 1月 5日 に着手し、遺構が検

出されたため、引き続き本発掘調査を実施した。調査区は、店

舗建築予定範囲内 (1ト レンチ :63だ )、 看板設置箇所 (2ト

レンチ :4だ )にそれぞれ設定した。

重機により盛土および I、 Ⅱ層を掘り下げ、Ⅲ層上面で人力

により遺構検出作業、遺構精査を行った。

適宜、平面 。断面図 (S=1/20、 1/40)を作製し、デジタル

カメラを用いて記録写真を撮影した。

3 遺跡の位置と環境

養種園遺跡は、仙台市の東部、JR仙台駅から南東約 2 5kmの 地点に位置する。広瀬川と名取川の合流地点より

北へ約 3kmの場所にあり、「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野の自然堤防上に立地する。標高は約 12～ 14mで、

遺跡の範囲は約 300m四方に及ぶ。

遺跡内には、蛇塚古墳、猫塚古墳を含み、東部で南小泉遺跡と隣接している。また周辺には、法領塚古墳や遠見塚

古墳、若林城跡、保春院前遺跡などが分布している。遺跡周辺は、仙台藩初代藩主伊達政宗の屋敷 (若林城跡)造営

に伴い、若林城下町が形成される。本遺跡はその町域に含まれており、若林城解体後、現在に至るまで、周辺の町並

みは城下町の町害Jり を基本的に踏襲している。

本遺跡は、これまで 7次の調査が実施されており、縄文時代から江戸時代にかけての複合遺跡であることが判明し

ている。その中でも特に、近世の遺構群が注目される。二代藩主忠宗により御仮屋 (別荘)力式、四代藩主綱村により

国分小泉屋敷と呼ばれる別荘が造営されるなど、伊達家との深い関わりがあり、それらに関係する堀跡や池跡などの

遺構が発見されている。

0            20m
1/800

第 36図 調査区配置図
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4 基本層序

I層 :褐色 (10YR4/6)の 粘土質シル トで、にぶい黄橙色 (10YR6/4)の 粘土をブロック状に少量含む。層厚は6

～ 1 5cmで ある。遺構の掘り込み面である。

Ⅱ層 :に ぶい黄褐色 (10YR5/4)の 粘土質シル トで、砂質シル トを斑状に含む。層厚は 20～ 35硼である。

Ⅲ層 :黄褐色 (10YR5/6)の 砂質シル トで、砂質シル トを粒状に少量含む。遺構の確認面である。

5 発見遺構と出土遺物

溝跡 4条、土坑 1基、性格不明遺構 1基、ピット8基を検出した。今回の調査で検出した遺構は、Ⅲ層上面まで掘

り下げ検出したが、調査区壁面の観察などにより、すべて盛土直下の I層上面からの掘り込みであることが確認され

た。

遺物は、表土、基本層、遺構堆積土から弥生土器、土師器、ロクロ土師器、須恵器、赤焼土器、陶器、磁器、土製

品、瓦、鉄滓が出土している。

1)1ト レンチ

(1)溝跡

SDl溝跡 調査区西部に位置する南北方向の溝跡である。SD3溝跡と重複し、これよりも新しい。検出長は約62m
である。規模は、北壁断面で、上端幅約 180cm以上、下端幅約 20cm、 深さ約 96cmを測る。断面形は逆台形状を呈し、

上部で大きく開く。堆積土は 7層に細分され、炭化物を含む褐色やにぶい黄褐色の粘土質シル ト、砂質シル トである。

遺物は、土師器娩・甕が出土している。

遺構・層位 土色・土質 粘 性 混入物等

IOYR4/4褐色粘土質ンル ト あ り 強 丈化物をプロック状に少量含む

10YR4/6褐 色粘土質シル ト ね 葉化物をフロック状に含む

10YR4/4褐 色粘土資ンル ト あ り 強 礎化鉄粒を含む

10YR4/6褐 色粘土質シルト あ り 強 少質シルトを粒状に少量含む

10YR5/4に ぶい黄褐色粘土質ンル ト 険 強 え化物を粒状に含む

IllYR4/6褐色砂質シル ト あ り 強 梵化物を粒状に少量含む

10YR4/4褐 色粘土質シルト あ り 強 少質ンル トを粒状に少量含む

10YR5/6黄 褐色粘土質ンル ト あ り 強 だ化物を粒状に、砂質シル トを粒状に少量含む

10YR3/4暗 褐色粘土質ンル ト え化物を粒状に少楚含む

10YR4/4褐 色粘土質ンル ト ち

あ り 少質シルトを粒状に少量、炭化物を粒状に少量含む

10YR3/4H音褐色粘土質ンル ト 険 蛮 モ化物をブロック状に含む

6 10YR4/6褐 色粘土質シル ト あ り 莞化物を粒状に少量含む

10YR3/4暗 偶色粘土質ンル ト あ り 少質シルトを粒状に、炭化物を粒状に少量含む

8 10YR3/3暗 褐色粘土質シルト あ り 捷化物を粒状に少量含む

10YR4/4褐 色粘土質ンル ト あ り 臼

10YR4/6褐 色砂質ンル ト あ り 彙化物を粒状に少量含む

10YR4/3に ぶい黄掲色粘土質シル ト 臨 見化物をブロック状に含む

10YR4/4褐 色粘土質シル ト あ り 梵化物を粒状に少量、砂質シルトを粒状に少量含む

10YR5/6黄褐色砂質ンルト 渇 蜜

10YR4/4褐 色粘土質シル ト あ り 蛮 売化物を粒状に少量含む

10YR4/4掲 色砂質ンルト あ り え化物を粒状に少量含む

10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト あ り らり モ化物をブロック状に、Ⅱ層ブロックを少量含む

10YR4/6褐 色粘土質ンル ト あ り らり え化物を粒状に少量含む

10YR3/4暗 褐色粘土質シル ト ら り

あ り 臨 え化物をブロック状に少量、円礫を少量含む

10YR4/4褐 色粘土質ンルト あ り 捷化物を粒状に少量含む

6 10YR3/3賭 褐色粘土質シル ト 独 陰 鷺褐色の砂質シルトを少量、黄褐色の粘土をブロック状に少量含む

10YR4/6褐 色粘土質ンル ト あ り 莞化物を粒状に微量含む

8 10YR3/4暗 褐色粘土質シルト あ り 少質シル トを粒状に、炭化物を粒状に少量含む

10YR4/6掲 色砂質ンル ト あ り あり 捷化物を粒状に少量含む

10YR4/4褐 色砂質シル ト ら り 疋化物を粒状に含む

10YR3/3Π音褐色ンル ト質粘土 え化物をフロック状に、橙色 (5YR7/5)の IS■質シルトをフロック状に少重含む

10YR5/4に ぶい貢褐色砂質シル ト あ り 陰 捷化物をブロック状に少量含む

10YR4/6褐 色砂質ンル ト あ り 陰 足化物を粒状に微量含む

10YR4/3に ぶい黄褐色粘土 陰 らり 莞化物を粒状に少量含む

10YR3/4晴 褐色粘土質ンルト 陰 え化物を粒状に少曇含む

10YR3/3暗 褐色粘土質シルト 棧 あり 少質シル トを粒状に含む

第 1表 土層註記表
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基本層 土色・土質 粘 性 しまり 混入物等

10YR4/6褐 色粘土質シルト あ り 強 にぶい黄橙色 (10WR6/4)の 粘上をプロック状に少量含む

IOYR5/4に ぶい黄褐色粘土質ンルト あ り 強 砂質ンルトをプロック状に含む

10YR5/6黄 褐色砂質シルト あ り 強 砂質ンルトを粒状に少量含も

遺 構 土色・ 土質 粘性 しまり 混入物等 規模 深 さ

10YR3/4暗 褐色シルト質粘土 強 強 黄掲色 (10YR5/6)の 砂質シルトをブロック状に、炭化物を粒状に少量含む

10YR4/6褐 色粘土質シルト 張 張 炭化物と橙色 (7 5YR6/81の粘土質ンルトをブロック状に少量含む

IOYR4/4褐 色粘土質シルト 強 強 炭化物と橙色 17 5YR6/81の粘土質ンルトをプロック状に少量含む

10YR4/4褐色粘土質シルト 強 炭化物を粒状に少量含む

10YR4/4褐 色粘土質シルト ga あ り 炭化物と明黄褐色 (10Y黒 6/8)の砂質シルトを粒状に少量含む

第 37図 1ト レンチ 平面・ 断面図
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SD2溝跡 調査区西部に位置する南北方向の清跡である。 SD3溝跡、SK5土坑、SX6性格不明遺構と重複し、

SD3溝跡よりも新しく、 SK5土坑、 SX6性格不明遺構よりも古い。検出長は約 9,7mである。規模は、調査区

北壁面で、上端幅 1 20cm以 上、下端幅約 38cm、 深さ約 1 05cmで ある。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 10層に

細分され、炭化物を含む暗褐色や黄褐色の粘土質シル ト、砂質シル トである。

遺物は、弥生土器 (第 38図-1～ 5)、 土師器郵 (第 38図-6)・ 鉢・甕 (第 38図 7～ 8)。 甑、須恵器甕 (写

真図版 15-7～ 8)、 平瓦 (第 38図-9)、 陶器が出土している。

ノ

５

鰯 V (ぽ=″

置鶴麟脚″
猿蔭

0                          10cm

S‐ 1/3

中

号

図
番

録

号

登
番 遺構名 種 別 器種

法互 (cn)
特徴・ 備考

真
版

写
図日径 (長 ) 底径 (幅 ) 器高 (厚 )

弥生士器 3条以上の平行沈線文 植物茎回転文

弥生土器 饗 列点文 LR縄文 内面 :ミ ガキ

弥生土器 褒 RL縄文 外面体部下端 :ミ ガキ

弥生土器 饗 RL縄文

/JN生土器 毀 RL縄文 外面 :体 部下瑞 ミガキ          内面 :ミ ガキ

C-1 土 a市器 (H8) 外面 i口縁部ヨコナデ 休部ヘラケズリ       内面 :ヨ コナデ

C-3 土師器 裂 (171) (144) 外面 :口縁部ハケメ→ヨコナデ 体部ハケメ     内面 :回縁部ハケメ→ヨコナデ→ナデ 体部ヘラナデ

土師器 饗 朴面 :日 縁部ヨコナデ 休部ヘラケズリ 底部木葉痕 内面 :ヘラナデ

須恵器

須恵器 饗

C-1 瓦 平瓦 」面 :布目 凸面 :縄ロタタキ

第 38図 SD 2溝跡出土遺物
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0                    10cm
S‐ 1/3

S=1/3

中

　
具

図

奉
畿
需

遺構名 種別 器種
法畳 (帥 )

特徴・備考
真

版

写

図口径 底径 器高

土Rl器 イ (1391 外面 1体部ヘラケズリ              内面 :体部ヘラミカキ→黒色処理 IS-2

土師器 甑 G9) 本面 :ヘラケズリ→ヘラミガキ 林部下端指オサエ 内面 :体部ヘラミガキ       無底式

第 39図 SD3溝跡出土遺物

ヽ

はスラグ

図中
番号

警録番号 選構名 種 別 器種
法量 (卸 )

特徴・備考
真
版

写
図

日径 (長 ) 底径 (幅 ) 器高 (厚 )

土師器 然 外面:ヨ コナデ ヘラケズリ→ヘラミガキ    内面:ヘラミガキ→黒色処理

上師器 甑 182】 外面:体部ハケメ               内面:体部ヘラナデ 体部下端ヘラケズリ   無底式

須恵器 甕

C 土製品 羽 国 (125) 溶解物付着 胎土スサ混入

C ,D4 主製品 羽 ロ (122) 浴解物付着 5-17

5 C 土製品 羽 ロ 溶解物付着 518

C 土製品 羽ロ

土製品 羽 ロ

土製品 羽 口

第 40図  SD 4清跡出土遺物
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SD3溝跡 調査区西部に位置する南北方向の溝跡である。 SDl・ 2清跡、 SK5土坑、 SX6性格不明遺構、 P

l～ 5と重複し、いずれよりも古い。検出長は約 69mである。規模は、調査区北壁面では、上端幅 75cm以上、下

端幅約 27阻、深さ約 90cmである。断面形はU字状を呈し、上部で大きく開く。堆積土は 5層に細分され、炭化物を

含むにぶい黄褐色や褐色の粘土質シル トである。

遺物は、弥生土器、土師器郵 (第 39図-1)。 甕・甑 (第 39図-2)が 出土している。

SD4溝跡 調査区東部に位置する南】ヒ方向の溝跡である。他の遺構との重複はない。検出長は約 49飢 である。規

模は、上端幅約 100cm、 下端幅 20～ 30cm、 深さ約 1 1 0cmである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 10層 に細

分され、炭化物を含む暗褐色や褐色などの粘土質シル トである。

遺物は、土師器必 (第 40図-1)。婉。高郷・鉢。甕・甑 (第 40図-2)、 須恵器甕 (写真図版 15-9)、 常滑産甕、

羽口 (第 40図-3～ 5、 写真図版 15-13～ 15)、 平瓦、鉄滓が出土している。

(2)土坑

SK5土坑 調査区西部中央に位置する。 SD2・ 3溝跡と重複し、いずれよりも新しい。平面形は楕円形を呈する。

規模は、長軸約 100cm、 短軸約 80cm、 深さは約 40cmである。断面形は逆台形を呈する。堆積土は 3層に細分され、

炭化物を含む、にぶい黄褐色や暗褐色などの砂質シル ト、シル ト質粘土である。

遺物は出土してい/A‐ い。

(3)性格不明遺構

SX6性格不明遺構 調査区西部南端に位置する。 SD2・ 3溝跡、P5と重複しており、 SD2・ 3溝跡よりも新

しく、P5よ り古い。検出長は東西約 210cm、 南北約 180cm、 深さ約 16～ 30cmである。堆積土は 3層に細分され、

炭化物を含むにぶい黄褐色や暗褐色の粘土質シル ト、粘土である。一部の検出であったため、性格等については不明

である。

遺物は、常滑産甕が出土している。

(4)ピット

5基検出された。平面形は円形もしくは楕円形で、規模は径 25～ 45cm、

構成するような有意な配列は認められなかった。

遺物は、土師器が出土している。

深さは 25～ 40cmで ある。建物跡を

2)2ト レンチ

(1)ピット

3基検出された。平面形は円形で、規模は径 15～ 30cm、 深きは

35～ 52cmである。建物跡を構成するような有意な配列は認められ

なかった。

遺物は出土していない。

遺構・層位 土色・土質 粘性 混入物等 規 模 際さ

10YR2/3黒 褐色粘土質シル ト 険 文化物を粒状に含む

30 X (201
10YR3/4晴 褐色粘土質シルト あ り 強

黄褐色 (10YR5/6)の 砂質シルトをブロッ

ク状に含む

10YR4/4褐 色粘上質ンル ト 贖 あ り 炭化物を粒状に含む

IOVR4/6掲 色粘土質ンル ト 陰 強
友化物と黄褐色 (10Y黒 5/6)砂 質シルトを

20X(20)

第 41図  2ト レンチ 平面・断面図



3)その他の出土遺物

表土、撹乱、基本層から、

産地不明鉢 (第 42図-2)、

第 2章 養種園遺跡第 8次発掘調査報告

弥生土器、土師器好・甕・甑 (第 42図-1)、 ロクロ土師器邪、赤焼土器郷、在地産甕、

肥前産染付蓋 (第 42図-3)、 鉄滓が出土している。

0               10cm
S‐ 1/3

中

号

図
番

登録
番号

上
位

出

層 種別 器種
法量 (cnt)

特徴・備考
真

版
写

図口径 底 径 器高

表 土 土師器 甑 (63)
外面 :体部ヘラケズリ

内面 :体部ヘラミガキ 休部下端ヘラケズリ    無底式

撹舌L 旬器 鉢 か (101) (37) 笞地不明 蕪釉 3脚

3 表士 弦器 蓋 旧前染付 18C来～ 19C前半

第 42図  その他の出土遺物

6 出土遺物についての考察

今回の調査の出土遺物には、弥生土器、土師器、ロクロ土師器、赤焼土器、須恵器、陶器、磁器、土製品、鉄滓が

ある。量的に土師器が主体を占める。なお、これらのほとんどが破片資料で、散在的に出土している。以下に特徴を

把握できる遺物について、概要を記述する。

弥生土器には、文様が沈線によって構成されるものと、列点文が施文されるものが認められる。沈線によって構成

されるものは、鉢類とみられる。列点文は、先端の角ばった施文具を用いて横方向に施したもので、甕類とみられる。

これらの特徴から、桝形囲式に比定される。

土師器には、不・娩 。高野・鉢・甕・甑などがある。破片資料が主体を占めるが、特徴がある程度捉えられるも

のには、栗囲式と国分寺下層式、関東系土師器がある。国分寺下層式には婉 。甕がある。それぞれ 1点を図示した。

婉は体部が内弯気味に立ち上がり、口縁部がわずかに開く。甕は長胴を呈する。顕部に軽い段がつき、外面の器面調

整はヘラケズリである。関東系土師器は 1点を図示した。丸底で、ヨコナデが施された国縁部が直立する。体部外

面の器面調整はヘラケズリである。

陶器は、基本層、遺構堆積土から出土している。常滑産甕、白石産甕がある。いずれも断片的な破片資料で、年代

を明らかにすることはできない。

磁器は 1点を図示した。表土から 17～ 18世紀代の肥前産蓋が出土している。

羽日、鉄滓、炉壁付着滓などの鍛冶関連遺物は、SD4溝跡から多く出土している。羽回は、いずれも破片資料である。

尖端に溶着滓が認められるものと、溶着滓が見られない吸気部とみられる破片がある。また、胎土にスサを含むもの

と含まないものが認められる。鉄滓は、総量約 3 5kg出 土している。これには約 300～ 600gの、いわゆる塊状を

呈する炉底滓が含まれる。出土状況から、本溝跡の廃絶後に流入もしくは遺棄・廃棄されたものとみられる。今回の

調査では、鍛冶関連遺構は確認されていないが、本調査区の西側に位置する養種園遺跡第 2次・保春院前遺跡の調査

では、中世から近世と考えられる炉跡をはじめ、鋳型、羽日、鉄滓など製鉄 。鍛冶関連の遺構、遺物が確認されてお

り、これに関連する遺物と考えられる。
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※仙台市文化財調査報告書第 310集「XI 養種園遺跡第 6次発掘調査報告書J第 59図 を

基に、加筆

第 43図 養種園遺跡の屋敷堀跡推定ライン

7 まとめ

今回の調査では、溝跡 4条、土坑 1基、性格不明遺構 1基、ピット8基を検出した。そのうち、溝跡 4条は、いず

れも規模や断面形状が類似し、その方向は、現在の区画に概ね平行もしくは直行している。現在の町割は、若林城と

その周辺に形成された近世期の町割を踏襲しているものと考えられており、今回検出した溝跡は、この地割に規制さ

れている可合静陛がある。このことから、近世に属する遺物は出土していないが、近世以降の清跡と推定される。土坑、

ピットなどの時期については、溝跡との重複関係から近世以降と考えられるが、それぞれの性格については、明らか

にすることはできなかった。

本遺跡第 1次調査では、近世の屋敷地の北辺を区画する最大上端幅 58m、 深さ 20mほ どの規模を持つ堀跡が検

出されている。また、第 6次調査では、第 1次調査で検出された近世の屋敷跡に伴う堀跡の延長部の可能性があり、

この屋敷地の東辺にあたる上端幅 7.Om以上の堀跡が確認されている (第 43図参照)。 今回の調査では、この堀跡や

屋敷跡にかかわる遺構は検出されなかった。

<参考文献 >

仙台市教育委員会 1997『養種園遺跡発掘調査報告書 ―伊達家別荘跡の調査―』仙台市文化財調査報告書第 214集

仙台市教育委員会 2009『養種園遺跡第 2次・保春院前遺跡―都市計画道路「南小泉茂庭線」一関連遺跡調査報告書Ⅱ』

仙台市文化財調査報告書第 344集

仙台市教育委員会 2007「養種園第 6次調査報告J『松森城跡他』仙台市文化財調査報告書第 310集
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1 1ト レンチ西部 遺構検出状況 (南から) 2 1ト レンチ西部 遺構完掘状況 (南から)

3,1ト レンチ東部 遺構検出状況 (北から) 4 1ド レンチ束部 遺構完掘状況 (北から)

写真図版 13
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5.2ト レンチ 遺構検出状況 (西から)

6.1ト レンチ 調査区北壁断面

1● 2

写真図版 14
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S=任意

写真図版 15



第 3章 富沢遺跡第 143次発掘調査報告

第 3章 富沢遺跡第 143次発掘調査報告

1 調 査 要 項

遺  跡  名 富沢遺跡 (宮城県遺跡登録番号 01369)

調 査 地 点 仙台市太白区長町三丁目 115

調 査 期 間 平成 22年 2月 2日～ 4日

調査対象面積 626.42∬

調 査 面 積 102�

調 査 原 因 太白区役所立体駐車場整備工事

調 査 主 体 仙台市教育委員会

調 査 担 当 仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員 主事 廣瀬真理子  文化財教諭 吉野 信

2 調査に至る経緯と調査方法

本件は、平成 21年 12月 1日 付で、申請者より「太白区役所立体駐車場整備事業計画と埋蔵文化財のかかわりに

ついて (協議)」 が提出され、文化財保護法第 94条 (県伝達 文第 1888号、H21教生文第 175-14号 )に基づ

■i二
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遺跡名 種別 立地 番
=

遺跡 名 穫月1 立地 時代

ヨ沢遺跡 包含地、水田跡 隆背湿地 H台畑遺跡 包含地、甕棺墓 自然堤防 縫文～古墳

2 泉崎浦遼跡 集落跡、水田跡 縄文～古lA、 平安、近世 郡山遺跡 宮街跡、寺院跡、包含地 自然堤防、後背湿地 縄文～奈良

J口 遺跡 柔落跡、水田跡 自然堤防、後背湿地 縄文、弥生、古墳～中世 宮沢館跡 城館跡 自然堤防 中世

4 下ノ内滞遺跡 柔落跡、水田跡 自然堤防 縄支～中世 堀ノ内遺跡 散布地 自然堤防 占墳～平安

袋東選跡 敬布地 自然堤防 古墳～平安 雪沢上ノ台遼跡 ま布地 自然堤防 健文、平安

彗沢清水遺跡 散布地 自然堤防 奈良、平安 上野週跡 栗落跡 殺丘 IR支、奈良、平安

下ノ内遺跡 集落跡 自然尭防 縄文～奈良 石台窯跡 く跡 丘陵礎 奈良、平安 ?

伊古田遺跡 集落跡 自然堤防 側文、古墳～平安 原遺跡 集落跡・ 円墳 丘陵麓 弥生、古墳、平安

六反田遺跡 集落跡 自然堤防 電文～平安、近世 原東遺跡 散布地 丘陵護 占墳～平安

大野田宮術遺跡 官衝跡 自然堤防 占代 裏町東遺跡 散布地 丘陵麓 平安

元袋退跡 集落跡、水田跡 自然堤防 ふ生～近世 芦ノロ遺跡 集落跡 丘 陵 縄文、弥生、平安

太野田遺跡 祭祀、集落跡 自然堤防 電支～平安 三神峯遺跡 集落跡 集落跡 鶴文、平安

王 ノ増 週 跡 集落跡、屋敷跡 自然堤防 亀文～中世 富沢窯跡 窯跡 丘陵南斜面 占墳～平安

春日社古墳 円墳 自然堤防 ●墳 三神午古噴群 司頂 丘陸 電文、平安

大野田古墳群 円墳 自然堤防 子墳 釜山窯跡 篭跡 鹿陵南斜面 古墳

長町清水遺跡 散布地 自然堤防 賽良、平安 上手内横穴墓群 A地点 黄穴墓 丘陵斜面 古墳

ヒ屋敷遭跡 散布地 自然堤防 奈良、平安 土手内横穴基群 B地点 黄穴墓 丘陵斜面 古嘆

斤田遺動i 散布地 営然堤防 奈良、平安 上手内遺跡 揺落跡 丘 陵 電文～平安

三町南遺跡 敦布地 雪然堤防 奈良、平安 砂押古墳 可墳 丘陵麓 古墳

ミ町六丁目選跡 散布地 ヨ然堤協 奈良、平安 少押屋敷遼跡 改布地 丘陵測 奈良、平安

霊町駅束遺跡 集落跡 ヨ然堤防、後背湿地

第 44図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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長 町七丁 目

、` 長町南小学校

第 45図 第 13次調査地点と今回の調査地点

くものである。

工事内容は、①機械式立体駐車場建設工事、②給

排水施設切 り回し工事、③車歩道改修工事である。

協議の結果、② o③については、掘削幅が狭小また

は掘削深度が遺構面に達しないと判断されることか

ら、工事立会いを行い、①については、建物建築範

囲が富沢遺跡内で広く確認されている条里型地割り

の大畦畔 (真北方向)推定ライン上であることから、

確認調査を実施することとなった。

確認調査は平成 22年 2月 2日 に着手した。遺構

が検出されたため申請者と協議を行い、号|き続き本

発掘調査を実施することとなった。調査区は、立体

駐車場建築範囲内に東西 17m×南北 6mに設定し

た。重機により盛土および I、 Ⅱ層を除去後、Ⅲ層上面において遺構検出作業を行った。人力で遺構精査を行い、Ⅳ

層水田跡と、Ⅳ層上面で溝状遺構 1条を検出した。Ⅳ層水田跡の調査では、大畦畔を 1条検出した。応要に応じて平面・

断面図を作製し、デジタルカメラを用いて記録写真を撮影した。

また、Ⅳ層水田跡の調査終了後、約 1.5× 15mの トレンチを 2箇所設定し、下層調査を行い、基本層の断面観察

を行った。

3 遺跡の位置と環境

富沢遺跡は、仙台市の南東部、太白区泉崎 。長町・富沢・鹿野等に位置する。名取川や広瀬川によって形成された

自然堤防と、青葉山丘陵や茂庭丘陵によって囲まれた後背湿地に立地している。遺跡の総面積は約 90haに および、

標高は約 9～ 16mである。

富沢遺跡は、後期旧石器および縄文時代から近世にかけての複合遺跡として知られ、中でも弥生時代以降の水田跡

が重層的に確認されている。特に 10世紀を中心とする平安時代の水田跡は、自然地形の傾斜ではなく、真北方向お

よびそれに直交する大畦畔を基準とした、条里型地割 りが確認されている。

鞘
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‐
ノ

公
監
幅
孵
匹

1/600

第 46図 調査区配置図
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4 基本層序

今回の調査では、大別 12層を確認した。呪代の水田層を除く

また、Ⅶ層も水田層の可能性がある。

と、Ⅲ・Ⅳ・ⅨoX層が層相から水田層と判断された。

南壁断面図

4m

1/100

層位 土色・ 土質 しまり 粘 性 備考

,Y3/2オ リーフ黒色シル ト賀格土 ややあり 均質 現代水田層

75Y4/1灰 色シルト質粘土 ややあり あ り 酸化鉄が集積する

10YR3/2黒 褐色粘土 あまりなし あ り 層下半にⅣ層を巻き込む。灰白色火山灰を粒～ブロック状に含む k田耕作■

,Y4/2灰 オリーブ色粘土 あまりなし あ り 灰自色火山灰を粒～ブロック状に含む よ田務作土

Va IIJYR2/2黒褐色粘土 あまりなし あ り 下層を理状に少量含む

Vb 25Y4/2暗灰蓑色粘土 あまりなし 黒褐色 (10YR2/2)粘 土プロックを少量含む

Ma 10YR2/2黒 褐色rh土 な し 天黄褐色 OYR6/2)粘土との互層。植物遺存体を含む 自然堆積層

互ヽb 10YR3/3暗 褐色粘土 な し 灰黄褐色 OYR6/2)粘上を斑状に含む 自然堆績層

lヽc 5Y5/1灰 色粘土 な し あ り 灰黄褐色 OYR6/2)粘土を斑状に多く含む 自然堆積層

「5Y3/2オ リープ黒色粘士 あ り 灰黄褐色 OYR6/2)粘土と植物遺rffhの 互層 自然堆積層

Ⅶ 25Y5/2暗灰黄色粘土 あまりなし あり 均質 よ田耕作土か

75Y3/2黒褐色粘土 な し あ り 灰黄褐色 (10YR4/2)粘 土 との互層。植物選存体を含む 自然堆積層

25Y4/1黄灰色粘土 あまりなし あ り 吻質 水田耕作土

25Y5/1黄灰色粘土 あまりなし F層を斑状に含む 水田耕作土

5Y4/2灰 オリーブ色粘土 X巨 層の小プロックを含む

10YR3/2黒 褐色粘土 あ り 直物遺存体を含む 自然堆積層

第 47図 調査区平面図・調査区南壁断面図



第 3章 富沢遺跡第 143次発掘調査報告

5 発見遺構と出土遺物

1)溝状遺構

調査区中央西側に位置する。南北方向の溝状遺構で、さらに調査区外へ延びる。Ⅳ層上面で検出された。灰白色火

山灰を堆積土とする。検出長は約 43mである。規模は上端幅約 0.2～ 09m、 下端幅約 0.18～ 074mで 、深さは

4～ 8cm程度である。底面には凹凸があり、断面形は不整形である。堆積土の灰白色火山灰は人為的に埋められて

いる可能性がある。遺物は出土してい/A― い。

2)IV層水田跡

大畦畔 1条 と、それが形成する区画を 2区画検出した。

耕作土は基本層Ⅳ層で、灰オリーブ色 (5Y4/2)の粘上である。灰白色火山灰を粒状、ブロック状に含んでいる。

畦畔の検出長は約 44m、 規模は下端幅約 09～ 1lmである。下面

には、一部に擬似畦畔 Bの存在が確認された。層厚は 5～ 1 0cm程度

である。本来の水田面は、Ⅲ層水田跡の耕作によって失われているが、

Ⅳ層水田跡の畦畔に擬似畦畔 Bが存在していることから、畦畔位置が

踏襲されていることが考えられる。遺物は出土していない。    聖
IⅥlミ虹ビ剰 巧ルニメ __|―

Va

6 まとめ
。今回の調査地点は、富沢遺跡の北東部に位置し、第 13次調査区の南

に隣接する。

・平安時代の条里型土地割を基軸とする大畦畔の推定位置に該当して

おり、調査の結果、南北方向の大畦畔を検出した。第 13次調査で検

出した大畦畔がさらに南へ延び、調査区全域がⅣ層水田跡の水田域

であったことが確認された。
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。溝状遺構は、本来のⅣ層上面から掘 り込まれ、灰白色火山灰を埋め  第 48図 深掘 トレンチ 柱状模式図

た可能性がある。

・断面観察の結果、Ⅲ・Ⅳ・Ⅸ oX層も水田耕作土と考えられ、Ⅶ層も水田層の可能性がある。

・基本層の第 13次調査区との対応関係と時期は、以下のとおりとなる。

本調査              第 13次調査との対応

現代水田耕作土      =1層
時期

水田耕作土か       =2層
水田耕作土        =3層
水田耕作土        =4層
東 トレンチのみで確認   =5層
自然堆積層        =6層
水田耕作土か       三7層

西トレンチ           東トレンチ

調査区東半部に部分的に分布

調査区全域に分布

調査区東半部に分布       平安時代

水田耕作土の可能性あり

下面の凹凸が顕著        弥生時代 中期後葉

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

自然堆積層        =8層
水田耕作土        =11層                 弥生時代 中期中葉～後葉

水田耕作土        =12a層 :下面の凹凸が顕著      弥生時代 中期中葉

く参考文献 >

仙台市教育委員会 1989『富沢遺跡・泉崎浦遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡調査報告書 I―』

仙台市文化財調査報告書第 126集
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第 49図 第 13次調査区と今回の調査区
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1.大畦畔・溝状遺構検出状況 (南から)

2.IV層水田跡完掘状況 (南から) 3.調査区南壁東半部断面 (北西から)

4.東 トレンチ断面 (南から) 5.調査区北壁 。大畦畔・溝状遺構断面 (南から)

写真図版 16
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郡 山遺跡
(併3206シ欠)

仙台市太白区郡 山~丁
目8-1ほか

01003
2011630ハ マ

2011825 300∬ 記録保存
(宅地造成)

郡 山遺跡
(第 209次 )

仙台市太白区郡 山
五丁目40-1・ 42-1

01003
20119 1-
2011915 280∬ 記録保存

(宅地造成)

養種園遺跡
(第 8次 )

仙台市若 林 区南 小 泉
1丁 目 14-35

01349
20111 5ハ ヤ

2011113
２ｍ

記録保存
(店舗建築工事)

富沢遺跡
(第 143次 )

仙台市太白区長町
三丁目 1-15

4100 01369
20102 2～
20102 4

２ｍ 難拗］攀所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

郡山遺跡
第 206次

跡
跡

落
行

集
官

飛鳥
～平安

掘立柱建物
住居跡・清跡

礫石器・土師器 。須恵器
土製品・金属製品

I期官衛掘立柱建物跡

郡山遺跡
第 209玖 官衝跡

飛鳥
～平安

溝跡・土坑 土師器・須恵器・瓦 '金属製品

養種園遺跡
第 8次

跡
跡

落
敷

集
屋

縄文
～近世

溝跡 。土坑
性格不明遺構

弥生土器・土師器・須恵器
赤焼土器・陶器・磁器・土製品・瓦・鉄滓

富沢遺跡
第 143次 水田跡

旧石器
～近世

水田跡 な し

要

約

郡山遺跡
併;206シ欠

掘立柱建物跡 1棟、竪穴住居跡 8軒、溝跡 8条、土坑 3基、ピット261基を検出した。SB2256掘 立柱建物跡は、

郡山 I期宮衝を構成する建物跡と考えられる。遺物は、土師器を主体とし、須恵器、鉱滓などが出上した。

郡山遺跡
第 209次

溝跡 1条、土坑 2基、ピット132基が検出されたが、宮行に関わる遺構は検出されなかった。遺構の分布が希薄で

あり、藤原官にみられるような空閑地が南門東部にも広がっていることが明らかとなった。遺物は、SK2279土 坑
から土師器、須恵器、瓦、鉄滓が出上した。

養種園遺跡
第 8次

溝跡 4条、土坑 1基、性格不明遺構 1基、ピット8基を検出した。溝跡は、いずれも近世以降の清跡と推測される。

遺物は、土師器を主体とし、羽回や鉄津などの鍛冶関連の遺物が出上した。

富沢遺跡
第 143次 条里型地割に基づく平安時代の水田跡と南北方向の大畦畔を検出した。
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